
１
２
月
か
ら
４
０
０
レ
ア
ル
？

安
全
で
は
な
く
な
っ
た
」
は

１
８
％
と
２
％
だ
っ
た
。

　

接
種
進
展
で
生
じ
た
感
情

は
「
希
望
」
２
９
％
、「
肯

定
主
義
」２
４
％
、「
開
放
感
」

１
６
％
と
、
肯
定
的
な
も

の
が
多
い
が
、
欧
州
な
ど
の

例
か
ら
新
た
な
流
行
を
恐
れ

る
人
も
８
６
％
い
た
。
感
染

再
燃
が
「
非
常
に
怖
い
」
は

４
１
％
、「
少
し
怖
い
」
は

４
５
％
だ
っ
た
。

　

数
カ
月
間
中
に
再
開
を
期

待
す
る
も
の
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
映
画
館
、

劇
場
、
教
会
な
ど
の
閉
鎖
空

間
に
頻
繁
に
通
い
、
よ
り
多

く
の
家
族
や
友
人
に
会
う
が

４
０
％
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
公
園
や
広
場
、
海

岸
な
ど
の
開
放
空
間
に
通
う

３
５
％
、
旅
行
３
２
％
、
ス

タ
ジ
ア
ム
や
シ
ョ
ー
、
パ
ー

テ
ィ
な
ど
の
人
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
に
行
く
２
３
％
で
、
対

面
式
の
講
座
や
対
面
で
の
仕

事
も
１
８
％
と
１
６
％
だ
っ

た
。
全
て
の
活
動
の
正
常
化

は
１
５
％
だ
っ
た
。

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
１
１
日
、
新
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ア
ウ
シ
リ
オ
・
ブ
ラ
ジ

ル
」
を
具
体
的
に
走
ら
せ
る
た
め
に
必
要
な
法
案
二
つ
を
裁
可
し
、
同
日
付
の
号
外
版
官

報
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、
大
統
領
は
同
日
、
連
邦
政
府
の
予
算
か
ら
約
９
３
億
レ
ア
ル
を

ア
ウ
シ
リ
オ
の
財
源
に
割
り
当
て
る
と
宣
言
し
た
。
だ
が
、
パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相
か

ら
は
「
ア
ウ
シ
リ
オ
に
は
恒
常
的
な
財
源
が
な
い
」
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
を
疑

問
視
す
る
声
が
流
れ
て
い
る
。
１
１
、１
２
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

９
〜
１
０
日
の
聖
市
市
議

会
で
の
社
会
保
障
改
革
法
案

審
議
は
、
市
議
会
の
外
で
現

役
や
Ｏ
Ｂ
の
公
務
員
に
よ
る

抗
議
運
動
が
起
こ
り
、
注
目

を
浴
び
た
が
、
市
議
会
の
中

で
も
激
し
い
ド
ラ
マ
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
政
党
「
ノ
ー

ヴ
ォ
」
の
ジ
ャ
ナ
イ
ー
ナ
・

リ
マ
市
議
と
ク
リ
ス
・
モ
ン

テ
イ
ロ
市
議
が
、
ト
イ
レ
で

　

こ
の
法
案
で
は
、
市
民
権

の
促
進
（P

ro
m
o
ção 

d
a C
id
ad
an
ia

）
に
関

連
す
る
市
民
省
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、「
連
邦
政
府
に
よ
る

運
営
の
構
造
上
の
変
化
」（
Ｐ

Ｐ
Ａ
に
記
載
さ
れ
た
最
終
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
移
行
）
を
理

由
に
廃
止
し
て
い
る
。

　
市
民
権
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
ボ
ル
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
」（
Ｂ

Ｆ
）
を
さ
し
て
い
た
が
、
ア

ウ
シ
リ
オ
は
２
０
２
１
年
の

予
算
案
に
含
ま
れ
ず
、
資
金

源
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
市
民
権
促
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
記
載
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
だ
。

　

二
つ
目
に
裁
可
さ
れ
た
法

案
は
、「
ボ
ウ
サ
・
フ
ァ
ミ
リ

ア
」
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
予

算
の
残
り
を
「
ア
ウ
シ
リ
オ
・

ブ
ラ
ジ
ル
」
に
回
す
こ
と
を

定
め
た
も
の
だ
。
同
法
案
で

は
そ
の
理
由
を
、
所
得
転
移

の
た
め
に
組
ま
れ
た
予
算
の

消
滅
を
避
け
る
た
め
と
説
明

Ｂ
Ｆ
の
予
算
残
額
の
９
３
億
レ

部
門
の
医
師
の
ジ
ュ
リ
ア
・
ス

ピ
ナ
ル
ジ
氏
は
、「
肯
定
的

な
結
果
は
健
康
面
で
の
科
学

の
貢
献
を
認
め
て
く
れ
た
証

拠
」
と
喜
び
つ
つ
、「
コ
ロ
ナ

禍
は
終
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
感

染
予
防
対
策
の
継
続
を
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

防
疫
対
策
の
必
要
性
を
認

め
る
は
６
４
％
で
、
継
続
す

る
対
策
は
ア
ル
コ
ー
ル
ジ
ェ

ル
使
用
５
８
％
、
手
洗
い
励

行
５
５
％
、(

非
常
用
を
含

む)

マ
ス
ク
着
用
４
０
％
、

社
会
的
距
離
の
確
保
や
３
密

回
避
、
不
要
な
接
触
回
避

３
１
％
だ
っ
た
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｉ
ｍ
の
レ
ナ
ト
・
カ

フ
ォ
ウ
リ
理
事
は
、「
風
邪
の

症
状
が
あ
る
人
が
他
者
を
守

ろ
う
と
す
る
気
持
ち
や
、
閉

鎖
空
間
や
公
共
交
通
機
関

で
の
マ
ス
ク
着
用
は
最
後
ま

で
残
る
だ
ろ
う
。
弱
さ
を
持

つ
人
は
リ
ス
ク
が
高
い
事
を

知
っ
た
事
も
今
後
の
行
動
を

接
種
に
関
す
る
調
査
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種
進
展

で
「
安
全
／
非
常
に
安
全

に
な
っ
た
」
と
感
じ
る
人
が

７
５
％
い
る
事
が
わ
か
っ
た

と
１
１
〜
１
２
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　
こ
の
調
査
は
１
０
月
１
９

〜
２
９
日
に
ネ
ッ
ト
上
で

行
わ
れ
、
全
国
２
千
人

中
、
６
５
％
が
「
安
全
」、

１
０
％
が
「
非
常
に
安
全
」

と
感
じ
て
い
る
。「
安
全
で
は

な
く
な
っ
た
」
や
「
非
常
に

　

伯
国
免
疫
学
会
（
Ｓ
Ｂ

Ｉ
ｍ
）
と
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の

依
頼
で
行
わ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
新
た
な
波
怖
が
る
人
は
８
６
％

Ｇ
ジ
ル
を
永
久
会
員
に
選
出

虚
報
が
接
種
を
阻
害
は
７
２
％

変
え
る
は
ず
」
と
述
べ
た
。

　

７
２
％
の
人
は
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
（
虚
報
）
が
接
種

進
展
を
阻
害
し
た
と
見
て
お

り
、
真
偽
不
明
の
情
報
は
転

送
し
な
か
っ
た
が
４
９
％
、

真
偽
確
認
後
に
転
送
し
た
が

４
６
％
い
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

情
報
源
は
、
保
健
省
な
ど
の

公
的
機
関
６
０
％
、
医
療
関

係
者
５
３
％
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
、
ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信
機

関
３
６
％
だ
っ
た
。
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
そ
の
他
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、

コ
ロ
ナ
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
関

連
の
虚
報
な
ど
を
１
０
０
万

件
削
除
し
て
い
る
。

　

な
お
、
マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
は
閉

鎖
空
間
で
の
マ
ス
ク
着
用
義

務
も
解
除
し
た
が
、
リ
オ
市

は
接
種
完
了
率
が
７
５
％
に

達
し
な
か
っ
た
と
し
て
、
閉

鎖
空
間
で
の
着
用
義
務
解
除

を
来
週
に
見
送
っ
た
。

ワクチン接種の進展で７５％が安心感を
覚えていると報じる１１日付アジェンシ
ア・ブラジルの記事の一部

ジル（右）とフェルナンダ（Twitter）

インテルラゴス・サーキット
（Divulgacao/governo de Sao Paulo）

得点を決めたパケター
（Lucas Figueiredo/CBF）

ゲ
デ
ス
は
継
続
性
を
疑
問
視

文学アカデミー

し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
２
０
０
４

年
か
ら
１
８
年
間
続
い
て
い
た

「
ボ
ウ
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
」
は
、

正
式
に
幕
を
閉
じ
た
。
こ
れ

に
関
し
て
は
、
ア
ウ
シ
リ
オ

創
設
の
た
め
に
出
し
た
８
月

１
０
日
付
の
暫
定
令
（
Ｍ
Ｐ
）

で
「
９
０
日
間
で
失
効
」
と

宣
言
さ
れ
て
い
た
。

　

ア
ウ
シ
リ
オ
の
支
払
い
は
１ 

７
日
か
ら
正
式
に
行
わ
れ
る
。

支
給
対
象
は
約
１
７
０
０
万

世
帯
で
、
最
初
の
支
給
額
は
、

ボ
ウ
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
平
均

支
給
額
１
８
９
レ
ア
ル
に
１ 

７
・
８
４
％
の
調
整
を
加
え

た
２
１
７
・
１
８
レ
ア
ル
と
な

る
。

　

大
統
領
は
、
１
２
月
か
ら

２
０
２
２
年
末
ま
で
の
平
均

支
給
額
を
４
０
０
レ
ア
ル
に

す
る
こ
と
も
約
束
し
て
い
る
。

た
だ
、
そ
れ
は
、
９
日
に
下

院
で
承
認
さ
れ
た
プ
レ
カ
ト

リ
オ
（
裁
判
所
が
支
払
い
を

命
じ
た
賠
償
金
な
ど
）
の
支

喧
嘩
を
行
っ
た
こ
と
だ
。
こ

れ
は
、
報
告
官
を
つ
と
め
て

い
た
ジ
ャ
ナ
イ
ー
ナ
氏
が
ク

リ
ス
氏
に
対
し
、
答
弁
で
話

す
持
ち
時
間
を
自
分
に
く
れ

な
い
か
と
迫
り
、
ク
リ
ス
氏

が
抵
抗
を
示
し
た
た
め
に
起

こ
っ
た
と
い
う
。
二
人
は
最

初
、
議
会
の
隅
で
話
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
、
口
論
と
な

り
、
ト
イ
レ
で
も
み
合
い
の

喧
嘩
と
な
っ
た
。
廊
下
で
口

論
す
る
姿
は
監
視
カ
メ
ラ
に

も
録
画
さ
れ
て
お
り
、
ク
リ

ス
氏
が
あ
ざ
や
血
痕
を
公
表

す
る
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
、「
ケ
ガ
を
し
た
の

は
私
も
」
と
ジ
ャ
ナ
イ
ー
ナ

氏
も
写
真
を
公
開
し
た
が
、

ノ
ー
ヴ
ォ
は
１
１
日
、
事
実

関
係
が
明
ら
か
に
な
る
ま

で
、
双
方
に
市
議
と
し
て
の

活
動
を
差
し
止
め
る
決
断
を

下
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎ 

　

こ
こ
に
来
て
強
い
寒
波
が

襲
っ
て
き
て
い
る
聖
州
。
予

報
だ
と
最
低
気
温
が
１
４
度

ま
で
下
が
る
日
が
続
く
見
込

み
だ
が
、
そ
の
間
の
数
日
間

は
、
強
い
乾
気
の
た
め
、
雨

は
降
ら
な
い
と
か
。
そ
の

一
方
で
、
南
東
部
の
エ
ス

ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
や
ミ
ナ

ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
、
聖
州

の
内
陸
部
な
ど
で
は
８
０
〜

１
２
０
ミ
リ
の
強
い
雨
が
見

込
ま
れ
る
と
い
う
。
こ
の
い

び
つ
な
気
圧
配
置
こ
そ
が
、

か
ね
て
か
ら
予
想
さ
れ
て
い

た
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
を
あ
ら

わ
す
も
の
な
の
か
。
少
し
で

も
雨
が
欲
し
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
手
痛
い
ブ
レ
ー
キ
に
な

り
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎ 

　

１
５
日
の
月
曜
日
は
共
和

国
記
念
日
で
国
の
休
日
と
な

り
、
連
休
と
な
る
。
例
年
な

ら
、
２
０
日
も
「
黒
人
の
意

識
高
揚
の
日
」
で
聖
市
は
休

み
に
な
る
は
ず
な
の
だ
が
、

今
年
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影

響
で
こ
の
日
を
前
倒
し
に

し
、
３
月
に
「
フ
ェ
リ
ア
ド

ン
」
を
作
っ
た
た
め
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
こ
の
日
は
休

み
に
な
ら
な
い
。
土
曜
日
な

の
で
、
あ
ま
り
気
に
な
ら
な

い
人
が
多
い
だ
ろ
う
が
。

ま
っ
た
。
１
１
、１
２
日
付

伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

１
０
日
の
時
点
で
、
セ
レ

ソ
ン
は
１
１
試
合
を
終
え
、

１
０
勝
１
分
の
勝
ち
点
３
１

で
首
位
。
こ
の
日
の
試
合

は
、
唯
一
引
き
分
け
て
い
る

コ
ロ
ン
ビ
ア
を
聖
市
イ
タ
ケ

ロ
ン
・
ス
タ
ジ
ア
ム
に
迎
え

て
行
わ
れ
た
。

　

試
合
は
前
半
か
ら
セ
レ
ソ

ン
が
押
し
気
味
で
進
ん
だ

が
、
相
手
キ
ー
パ
ー
、
オ
ス

ピ
ナ
の
好
守
を
は
じ
め
と
し

た
堅
い
守
備
に
阻
ま
れ
、
決

定
機
を
つ
か
め
な
か
っ
た
。

　

だ
が
後
半
２
６
分
、
マ
ル

キ
ー
ニ
ョ
ス
か
ら
受
け
た
パ

ス
を
ネ
イ
マ
ー
ル
が
相
手
ペ

ナ
ル
テ
ィ
・
エ
リ
ア
の
前
に

流
す
と
、
飛
び
込
ん
で
き
た

パ
ケ
タ
ー
が
相
手
デ
ィ
フ
ェ

ン
ダ
ー
と
の
競
り
合
い
に
勝

ち
、
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
。
こ

れ
を
守
り
き
っ
た
セ
レ
ソ
ン

が
１
―
０
で
勝
利
し
た
。

　

こ
れ
で
セ
レ
ソ
ン
の
勝
ち

点
は
３
４
と
な
り
、
現
時
点

で
４
位
以
下
の
チ
ー
ム
が
今

後
全
勝
し
て
も
上
回
る
こ
と

　

１
１
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
文
学

ア
カ
デ
ミ
ー
は
歌
手
の
ジ
ル

ベ
ル
ト
・
ジ
ル
（
７
９
）
を

永
久
会
員
に
選
出
し
た
。
４

日
に
は
女
優
の
フ
ェ
ル
ナ
ン

ダ
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
（
９
２
）

が
選
出
さ
れ
た
ば
か
り
だ
。

１
１
、１
２
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
伯
国
文

学
界
に
お
け
る
権
威
で
、
永

久
会
員
の
座
は
、
伯
国
に
お

い
て
最
高
の
栄
誉
の
ひ
と
つ

と
見
な
さ
れ
、「im

ortal

」

（
名
声
不
朽
の
人
々
）
の
称

号
が
与
え
ら
れ
る
。
永
久
会

員
の
定
数
は
４
０
席
で
、
誰

か
が
亡
く
な
っ
た
時
点
で
推

薦
を
行
い
、
投
票
に
よ
っ
て

新
た
な
会
員
を
選
出
す
る
。

　

今
回
は
、
２
０
年
５
月
に

亡
く
な
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
ム
リ
ー
ロ
・
メ
ロ
・
フ
ィ
ー

リ
ョ
氏
の
持
っ
て
い
た
、「
２
０

番
」
を
め
ぐ
る
投
票
だ
っ
た
。

　

３
４
人
の
永
久
会
員
に

よ
る
投
票
の
結
果
、
ジ
ル
は

２
１
票
を
獲
得
し
、
永
久
会

員
に
選
ば
れ
た
。
２
０
番
の

座
は
、
詩
人
の
サ
ル
ガ
ー
ド
・

マ
ラ
ニ
ョ
ン
氏
と
文
芸
評
論

家
の
リ
カ
ル
ド
・
ダ
ウ
ン
ト

氏
と
共
に
争
わ
れ
、
マ
ラ
ニ
ョ

ン
氏
は
７
票
、
ダ
ウ
ン
ト
氏

は
０
票
だ
っ
た
。
白
票
４
票
、

無
効
が
２
票
だ
っ
た
。

　
マ
ル
コ
・
ル
ケ
ッ
シ
・
ア
カ

デ
ミ
ー
会
長
は
「
彼
が
作
る

曲
は
文
芸
と
大
衆
文
化
を
結

び
つ
け
、
奥
深
い
内
容
を
持
っ

て
い
る
。
ま
た
、
伯
国
の
み

な
ら
ず
国
際
的
に
活
躍
し
て

き
た
」
と
評
し
た
。

　

ジ
ル
は
世
界
の
音
楽
界
の

名
誉
で
あ
る
グ
ラ
ミ
ー
賞
を

９
度
受
賞
。
２
０
０
３
年
か

ら
０
８
年
ま
で
文
化
相
を
つ

と
め
て
い
た
。

　

ジ
ル
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
、

永
久
会
員
入
り
を
推
薦
し
た

ア
カ
デ
ミ
ー
や
自
身
の
フ
ァ
ン

へ
の
感
謝
を
示
し
た
。

　

ジ
ル
は
、
現
在
存
命
中
の

永
久
会
員
で
は
２
人
目
の
黒

人
会
員
と
な
る
。

　

さ
る
４
日
に
は
、
女
優
の

フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
・
モ
ン
テ
ネ
グ

ロ
（
９
２
）
が
、
２
０
２
０

年
３
月
に
亡
く
な
っ
た
、
外

交
官
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ア

フ
ォ
ン
ソ
・
ア
リ
ノ
ス
・
デ
・

メ
ロ
・
フ
ラ
ン
コ
氏
の
持
っ

て
い
た
１
７
番
の
後
任
候
補

と
な
り
、
３
４
人
の
投
票
中

伯
国
の
Ｗ
杯
進
出
決
定

６
試
合
残
し
南
米
一
番
乗
り

大
女
優
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
に
続
き

コロナ禍

接
種
進
展
で
７
５
％
に
安
心
感

サッカー

１
４
日
に
Ｆ
１
レ
ー
ス
開
催

予
想
さ
れ
る
経
済
効
果
は
８
億
レ

聖 市

ボルソナロ大統領
(Marcelo Camargo/Agencia Brasil)

　

今
回
裁
可
さ
れ
た
二
つ
の

法
案
は
１
１
日
に
連
邦
議
会

が
承
認
し
た
も
の
で
、
１
７

日
か
ら
の
ア
ウ
シ
リ
オ
実
動

の
た
め
の
資
金
確
保
に
躍
起

に
な
っ
て
い
た
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大

統
領
は
、
即
日
裁
可
の
上
、

号
外
版
の
官
報
に
掲
載
し
た
。

　

大
統
領
は
同
日
、
法
案
裁

可
に
先
立
っ
て
、
ア
ウ
シ
リ
オ

は
市
民
省
の
持
っ
て
い
た
予

算
か
ら
９
３
億
６
千
万
レ
ア

ル
を
受
け
取
り
、
１
７
日
か

ら
滑
り
出
す
と
宣
言
し
た
。 

　

裁
可
さ
れ
た
法
案
の
一
つ

は
、
２
０
２
０
〜
２
３
年
の

連
邦
政
府
の
多
年
度
投
資
計

画
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
）
に
変
更
を
加

え
、
ア
ウ
シ
リ
オ
を
正
式
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
盛
り
込

む
と
い
う
内
容
の
も
の
だ
。

　

改
定
後
の
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
は
、

ア
ウ
シ
リ
オ
の
目
的
は
「
市

民
権
（
の
擁
護
）
と
社
会
的

な
脆
弱
性
克
服
を
目
指
し
、

所
得
転
移
と
公
共
政
策
に
関

す
る
政
局
調
整
に
よ
っ
て
、

貧
困
者
や
極
貧
者
を
減
ら

し
、
困
窮
家
庭
を
解
放
す
る

こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ウ
シ
リ
オ
に
は
、
子
供

や
妊
婦
へ
の
支
援
や
極
貧
家

庭
へ
の
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
や

研
究
に
従
事
す
る
人
へ
の
支

援
や
農
村
部
や
市
街
地
で
の

生
産
性
向
上
に
向
け
た
支
援

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

１
４
日
午
後
、
聖
市
の
イ

ン
テ
ル
ラ
ゴ
ス
・
サ
ー
キ
ッ

ト
で
Ｆ
１
レ
ー
ス
が
開
催
さ

れ
る
。
予
選
や
練
習
は
１
２

〜
１
３
日
、
本
番
は
１
４
日

払
い
方
法
に
関
す
る
憲
法
補

足
法
案
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
が
上
院

で
も
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
絶

対
条
件
と
な
る
。

　

こ
の
裏
で
１
１
日
、
パ
ウ

ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相
は
、
平

均
支
給
額
を
４
０
０
レ
ア
ル

に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
自
分

の
希
望
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

改
め
て
明
言
し
た
。
同
相
は
、

ア
ウ
シ
リ
オ
の
平
均
支
給
額

を
３
０
０
レ
ア
ル
に
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
た
が
、「
所
得

税
改
革
で
資
金
を
確
保
し
、

財
政
支
出
の
上
限
内
で
の
支

出
を
と
考
え
て
い
た
が
、
所

得
税
改
革
案
は
上
院
で
の
審

議
が
止
ま
っ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
に
大
統
領
が
、

財
源
の
あ
て
も
な
く
１
０
０

レ
ア
ル
の
上
乗
せ
を
求
め
て

き
た
」
と
語
っ
た
。

　

ゲ
デ
ス
氏
は
ま
た
、「
政
治

家
の
中
に
は
６
０
０
レ
ア
ル

を
求
め
て
圧
力
を
か
け
て
き

た
人
も
い
た
が
、
大
統
領
が

そ
れ
を
４
０
０
レ
ア
ル
に
し

アウシリオの新財源確保ボルソナロ
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た
」
と
政
治
的
な
圧
力
が
か

か
っ
て
い
た
こ
と
も
認
め
た
。

　

ア
ウ
シ
リ
オ
創
設
を
定
め

た
暫
定
令
は
１
２
月
７
日
ま

で
に
両
院
で
の
承
認
を
得
な
い

と
無
効
と
な
る
上
、
プ
レ
カ

ト
リ
オ
の
Ｐ
Ｅ
Ｃ
や
所
得
税

改
革
の
行
方
も
不
透
明
だ
。

　

ゲ
デ
ス
経
済
相
は
、「
ア
ウ

シ
リ
オ
は
恒
常
的
な
財
源
を

持
っ
て
お
ら
ず
、
移
行
型
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
」
と
の
表
現
で
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
継
続
性
を
危
惧
し

て
い
る
。

　

１
１
日
、
サ
ッ
カ
ー
の
南

米
予
選
の
対
コ
ロ
ン
ビ
ア
戦

で
、伯
国
代
表
（
セ
レ
ソ
ン
）

は
１
―
０
で
勝
利
。
そ
の
瞬

間
、
２
２
年
に
カ
タ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
る
Ｗ
杯
進
出
が
決

３
２
人
の
賛
同
（
白
票
２
人
）

を
得
て
、
永
久
会
員
に
選
ば

れ
て
い
た
。

　
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
は
１
９
９
９

年
に
、
伯
国
で
初
め
て
、
世

界
の
映
画
祭
最
大
賞
で
あ
る

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に
役
者
と
し

て
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
人
物

で
、
同
年
に
ベ
ル
リ
ン
国
際

映
画
祭
女
優
賞
を
受
賞
。
今

日
で
も
、
国
内
最
長
老
の
現

役
女
優
の
ひ
と
り
と
し
て
、
一

線
で
活
躍
し
続
け
て
い
る
。

彼
女
が
著
し
た
２
冊
の
回
顧

録
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

が
で
き
ず
、
３
位
以
上
が
確

定
し
、
Ｗ
杯
へ
の
進
出
が
決

ま
っ
た
。
南
米
か
ら
は
Ｗ
杯

予
選
か
ら
４
チ
ー
ム
が
進
む

上
、
同
予
選
５
位
の
チ
ー
ム

も
大
陸
間
プ
レ
ー
オ
フ
で
の

結
果
次
第
で
進
出
が
決
ま
る

制
度
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
セ
レ
ソ
ン
は
南
米

予
選
を
ま
だ
６
試
合
残
し
て

い
る
。
現
時
点
で
Ｗ
杯
出
場

が
決
ま
っ
て
い
る
の
は
、
カ

タ
ー
ル
、ド
イ
ツ
、デ
ン
マ
ー

ク
、
伯
国
の
４
国
の
み
だ
。

午
後
２
時
か
ら
だ
。

　

昨
年
の
レ
ー
ス
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
た
め

に
中
止
さ
れ
た
が
、
今
年
は

コ
ー
ス
の
整
備
な
ど
も
無
事

に
終
え
、
本
番
を
待
つ
ば
か

り
と
な
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
テ
ル
ラ
ゴ
ス
の
会
場
に

は
壁
画
家
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

カ
ブ
ラ
に
よ
る
「
音
速
の
貴

公
子
」
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ

の
壁
画
も
あ
り
、
伯
人
に
は

な
じ
み
の
会
場
だ
。
今
回
の

レ
ー
ス
の
入
場
券
１
５
万
枚

は
完
売
。
７
７
％
は
市
外
か

ら
来
る
人
だ
と
い
う
。

　

聖
州
の
ド
リ
ア
知
事
は

１
０
日
、
同
レ
ー
ス
は
聖
州

に
と
っ
て
も
非
常
に
大
切
な

イ
ベ
ン
ト
だ
と
強
調
。
来
場

者
に
は
最
低
１
回
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
た
事
を
示
す

接
種
証
明
の
提
示
と
マ
ス
ク

の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
１

回
し
か
受
け
て
い
な
い
人
は
、

２
４
時
間
以
内
に
行
っ
た
簡

易
検
査
か
４
８
時
間
以
内
に

行
っ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
陰
性

証
明
の
提
示
も
必
要
だ
と
説

明
し
た
。

　

ま
た
、
主
催
者
側
は
、
会

場
内
各
所
に
消
毒
用
の
ア
ル

コ
ー
ル
ジ
ェ
ル
を
設
置
す
る

事
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

聖
州
政
府
は
、
会
場
内
や

会
場
周
辺
の
安
全
確
保
の
た

め
、
約
５
千
人
の
警
官
を
配

し
て
特
別
巡
回
を
行
う
。
ま

た
、
レ
ー
ス
関
係
者
や
観
戦

者
が
集
中
す
る
１
２
〜
１
５

日
は
聖
市
全
域
の
警
備
も
強

化
す
る
。
期
間
中
は
警
察

車
両
１
９
０
０
台
、
騎
馬

２
５
０
頭
、警
察
犬
５
０
匹
、

無
人
飛
行
機
４
０
機
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
３
機
を
投
入
す
る
。

　

聖
州
政
府
は
、
１
２
〜

１
５
日
の
イ
ベ
ン
ト
中
に
観

光
客
が
費
や
す
宿
泊
費
や

食
費
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
経

費
は
７
５
６
〜
８
１
７
レ

ア
ル
／
日
と
試
算
。
イ
ベ
ン

ト
そ
の
も
の
の
経
済
効
果
は

８
億
１
千
万
レ
ア
ル
、
直

接
・
間
接
の
一
時
雇
用
は

８
５
０
０
人
と
見
積
も
っ
て

い
る
。
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□
休き

ゅ
う

刊か
ん

告こ
く

知ち

□

オ
ン
ラ
イ
ン
文ぶ

ん

協き
ょ
う

コ
ン
サ
ー
ト

『
春は
る

の
小お

川が
わ

』『
朧お
ぼ
ろ

月づ
き

夜よ

』
な
ど

キッコーマン
つ
い
に
本ほ

ん

醸じ
ょ
う

造ぞ
う

醤し
ょ
う

油ゆ

を
現げ

ん

地ち

生せ
い

産さ
ん

開か
い

始し

「
日に

本ほ
ん

品ひ
ん

質し
つ

の
醤し

ょ
う

油ゆ

を
提て

い

供き
ょ
う

し
た
い
」

　
日に

本ほ
ん

の
醤

し
ょ
う

油ゆ

メ
ー
カ
ー「
キ

ッ
コ
ー
マ
ン
」
が
１
日た

ち

、
同ど

う

社し
ゃ

初は
つ

と
な
る
伯は

っ

国こ
く

産さ
ん

本ほ
ん

醸じ
ょ
う

造ぞ
う

醤し
ょ
う

油ゆ

の
販は

ん

売ば
い

を
開か

い

始し

し
た
。

同ど
う

日じ
つ

、
飲い

ん

食し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

向む

け
記き

念ね
ん

試し

食し
ょ
くイ
ベ
ン
ト
が
聖せ

い

市し

パ
ウ
リ
ス
タ
区く

の
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

広こ
う

報ほ
う

施し

設せ
つ

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」
で
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
社し

ゃ

は
こ
れ

ま
で
ア
ジ
ア
、
欧お

う

州し
ゅ
う、
米べ

い

国こ
く

に
計け

い

７
つ
の
生せ

い

産さ
ん

拠き
ょ

点て
ん

を
持も

ち
、
自じ

社し
ゃ

の
品ひ

ん

質し
つ

基き

準じ
ゅ
んに
沿そ

っ
た
醤

し
ょ
う

油ゆ

を
現げ

ん

地ち

生せ
い

産さ
ん

し
、

販は
ん

売ば
い

し
て
き
た
。
伯は

っ

国こ
く

に
は

１
９
８
０
年ね

ん

代だ
い

に
進し

ん

出し
ゅ
つし
、

自じ

社し
ゃ

製せ
い

品ひ
ん

の
輸ゆ

入に
ゅ
う

販は
ん

売ば
い

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
活か

つ

動ど
う

。

　

２
０
２
０
年ね

ん

に
醗は

っ

酵こ
う

食
し
ょ
く

品ひ
ん

製せ
い

造ぞ
う

の
老し

に
せ舗
ア
ズ
マ
キ
リ

ン
社し

ゃ

を
子こ

会が
い

社し
ゃ

化か

し
、
現げ

ん

地ち

生せ
い

産さ
ん

の
準

じ
ゅ
ん

備び

を
本ほ

ん

格か
く

化か

さ
せ

た
。
今こ

ん

回か
い

の
伯は

っ

国こ
く

産さ
ん

醤し
ょ
う

油ゆ

の

販は
ん

売ば
い

開か
い

始し

に
よ
り
、
伯は

っ

国こ
く

カ

ン
ピ
ー
ナ
ス
工こ

う

場じ
ょ
うが
同ど

う

社し
ゃ

８

つ
目め

の
海か

い

外が
い

生せ
い

産さ
ん

拠き
ょ

点て
ん

と
な

っ
た
。

　

販は
ん

売ば
い

開か
い

始し

と
な
る
醤

し
ょ
う

油ゆ

の

正せ
い

式し
き

名め
い

称し
ょ
うは
「
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ

Ｍ
Ａ
Ｎ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ｕ
」。
サ

イ
ズ
別べ

つ

に
１
５
０
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
、
１
リ
ッ
ト
ル
、
５
リ
ッ

ト
ル
の
３
種し

ゅ

あ
る
。
飲い

ん

食し
ょ
く

店て
ん

向む

け
の
卸

お
ろ
し

販は
ん

売ば
い

だ
け
で
な
く
、

一い
っ

般ぱ
ん

食し
ょ
く

料り
ょ
う

品ひ
ん

店て
ん

に
も
流

り
ゅ
う

通つ
う

販は
ん

売ば
い

開か
い

始し

と
な
っ
た
「
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ｕ
」

　

お
や
じ
は
福
岡
勤
務
に
よ
り
そ
の
安
藤
氏
と
再
会
、
馬
賊
芸
者
と
の
間
に

生
ま
れ
た
安
藤
氏
の
一
人
娘
で
短
大
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
和
枝
さ
ん
を
採

用
し
た
。
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
長
身
で
は
た
ち
ぐ
ら
い
の
女
性
が
会
社
に
現

れ
、
新
入
社
員
の
仁
科
が
応
対
に
出
た
。

　

彼
女
は
、
仁
科
が
バ
ー
の
女
が
集
金
に
来
た
と
思
っ
て
経
理
課
長
に
取
り

次
い
だ
ほ
ど
垢
抜
け
し
た
美
人
だ
っ
た
。

　

ジ
ェ
ッ
ト
の
鷹
は
目
ざ
と
く
、
彼
女
の
入
社
初
日
に
手
を
つ
け
生
涯
の
伴

侶
と
し
た
。

　

風
雲
堂
の
跡
取
に
な
る
つ
も
り
が
、
思
っ
た
ほ
ど
の
財
産
が
無
い
ど
こ
ろ

か
内
情
は
火
の
車
、
気
が
付
き
悔
や
ん
だ
が
手
遅
れ
と
な
り
、
結
婚
し
て
し

ま
い
よ
っ
た
。
結
婚
は
人
生
の
墓
場
の
例
え
通
り
、
山
下
さ
ん
は
結
婚
祝
に

仏
壇
を
贈
っ
た
。
婚
礼
に
仏
壇
と
は
新
郎
新
婦
、
頭
の
天
辺
か
ら
湯
気
吹
き

出
し
て
憤
激
し
と
っ
た
け
ど
、
ま
、
ご
も
っ
と
も
で
す
わ
な
あ
。

　

媒
酌
人
は
九
大
で
放
射
線
科
教
授
、
学
長
を
歴
任
し
知
事
に
立
候
補
し
落

選
し
た
入
江
英
雄
。　
　
　

　

朝
鮮
時
代
の
恩
も
あ
る
の
で
、
お
や
じ
は
和
枝
さ
ん
に
資
金
を
出
し
て
や

り
、
英
国
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン
社
の
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
自
動
現
像
装
置
の
販
権

を
と
り
、
繁
田
一
家
一
番
弟
子
の
四
国
の
福
田
さ
ん
か
ら
の
出
資
も
得
て
神

田
で
開
業
し
た
が
、
米
国
の
コ
ダ
ッ
ク
や
日
本
の
ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
の
キ
ャ
ノ

ン
や
、
富
士
、
サ
ク
ラ
に
太
刀
打
ち
出
来
ず
ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
日
本
市
場

か
ら
撤
退
し
た
。

　

お
や
じ
と
腹
心
の
福
田
さ
ん
は
ウ
イ
リ
ア
ム
を
食
い
逃
げ
し
、
高
倉
夫
妻

は
ソ
ン(

損)

だ
け
を
被
ら
さ
れ
、
課
長
で
退
職
し
た
東
芝
放
射
線
に
課
長

代
理
と
し
て
復
職
す
る
破
目
と
な
っ
た
。

　

ジ
ェ
ッ
ト
の
鷹
は
、
こ
の
恨
み
を
忘
れ
ず
今
度
は
独
自
で
キ
ャ
ノ
ン
と
の

接
点
を
掴
み
、
同
社
の
医
療
製
品
の
販
売
権
を
得
て
共
和
メ
デ
イ
カ
ル
・
サ

プ
ラ
イ
を
三
田
の
慶
応
義
塾
の
近
く
で
開
業
し
た
が
披
露
宴
に
は
、
お
や
じ

を
招
待
し
な
か
っ
た
。

　

お
や
じ
が
主
賓
と
思
っ
て
い
た
仁
科
が
、
招
待
客
名
簿
に
お
や
じ
の
名
前

が
な
い
の
で
慌
て
て
、「
ほ
げ
ん
こ
つ
、
お
や
じ
を
呼
ば
ん
で
、
い
い
と
で

す
か
？
」
と
心
配
し
て
何
度
も
思
い
直
す
よ
う
説
得
し
た
が
入
江
教
授
を
仲

に
、
あ
れ
だ
け
親
密
に
し
て
い
た
二
人
の
間
に
入
っ
た
亀
裂
が
決
定
的
な
も

の
に
な
っ
た
。

　

外
国
暮
ら
し
で
そ
ん
な
事
情
を
露
知
ら
ぬ
ワ
イ
は
、
訪
日
の
度
に
両
側
の

言
い
分
を
耳
に
た
こ
が
出
来
る
ほ
ど
聞
か
さ
れ
た
。

　

四
国
か
ら
来
た
お
や
じ
は
、
阿
波
踊
り
が
上
手
で
酔
っ
払
う
と
寮
で
も
、

よ
く
踊
り
だ
し
た
。
ま
だ
若
い
寮
母
さ
ん
は
、
あ
ま
り
の
お
か
し
さ
に
吹
き

出
し
廊
下
か
ら
思
わ
ず
手
を
滑
ら
し
庭
に
転
落
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
の

お
や
じ
の
写
真
を
見
た
、
お
や
じ
の
末
娘
の
慶
子
ち
ゃ
ん
は
「
お
父
ち
ゃ
ん

は
九
州
へ
行
っ
て
、
あ
ん
な
こ
と
し
て
る
」
と
泣
き
出
し
た
。

　

奥
さ
ん
も「
も
う
え
え
加
減
に
し
な
さ
い
」と
は
云
う
て
た
が
、お
お
よ
そ
、

ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
る
か
承
知
し
て
お
ら
れ
た
や
ろ
。

　

そ
ん
な
最
中
で
も
、
繁
田
夫
妻
は
我
々
を
本
場
の
阿
波
踊
り
に
招
待
し
て

く
れ
た
。

　

会
社
の
コ
ロ
ナ
を
５
人
で
交
代
で
運
転
し
て
、
岡
山
か
ら
の
フ
ェ
リ
ー
を

利
用
し
て
徳
島
に
渡
っ
た
。
最
初
に
運
転
し
た
ワ
イ
は
本
土
に
入
っ
て
（
九

州
で
は
本
州
を
本
土
と
呼
ぶ
）
交
代
し
た
。
運
転
か
ら
開
放
さ
れ
た
ワ
イ
は

眠
く
な
り
自
然
に
頭
が
下
が
っ
て
い
き
、
隣
に
座
っ
て
る
島
ち
ゃ
ん
の
臍
の

上
あ
た
り
に
口
が
重
な
っ
た
。

　

肌
に
触
れ
て
も
彼
女
は
そ
の
ま
ま
じ
っ
と
し
て
い
る
の
で
、
舌
を
這
わ
せ

な
が
ら
女
体
の
中
心
に
到
達
し
た
ら
身
震
い
し
た
が
避
け
る
気
配
が
な
い
。

(12)

人じ
ん

工こ
う

透と
う

析せ
き

セ
ン
タ
ー
に
最さ

い

新し
ん

設せ
つ

備び

南な
ん

米べ
い

有ゆ
う

数す
う

の
新し

ん

機き

能の
う

付つ
き

装そ
う

置ち

導ど
う

入に
ゅ
う

ＨＪＳＣ

は
「
聖せ

い

州し
ゅ
うで
も
こ
の
治ち

療り
ょ
うを

実じ
っ

施し

し
て
い
る
総そ

う

合ご
う

病び
ょ
う

院い
ん

は

１
０
カ
所し

ょ

も
な
い
と
思お

も

い
ま

す
」
と
貴き

重ち
ょ
うさ
を
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　

自じ

由ゆ
う

診し
ん

療り
ょ
うの
透と

う

析せ
き

室し
つ

は

「
綺き

麗れ
い

で
高こ

う

級き
ゅ
う

感か
ん

が
あ
り
、

ホ
テ
ル
の
よ
う
」
と
前ま

え

田だ

太た
い

輔す
け

東と
う

レ
・
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

取と
り

締し
ま
り

役や
く

も
感か

ん

心し
ん

す
る
ほ
ど
内な

い

装そ
う

に
も
力ち

か
らが
入は

い
っ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｕ
Ｓ
診し

ん

療り
ょ
うの
透と

う

析せ
き

室し
つ

を

視し

察さ
つ

時じ

に
、
八は

ち

柳や
な
ぎ

Ｇ
Ｓ
Ｉ
副ふ

く

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
「
装そ

う

置ち

が
綺き

麗れ
い

に
保た

も

た
れ
て
い
ま
ね
」
と
着

ち
ゃ
く

目も
く

す

る
と
、佐さ

藤と
う

理り

事じ

長ち
ょ
うは
「
１
５

日に
ち

ご
と
に
洗せ

ん

浄じ
ょ
う

剤ざ
い

で
洗あ

ら

っ
て

い
ま
す
」
と
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

装そ
う

置ち

に
つ
い
て
八や

つ

柳や
な
ぎ

Ｇ
Ｓ

Ｉ
副ふ

く

社し
ゃ

長ち
ょ
うに
質し

つ

問も
ん

し
た
と
こ

ろ
、「
こ
の
病

び
ょ
う

院い
ん

は
８
０
％

が
Ｓ
Ｕ
Ｓ
で
透と

う

析せ
き

治ち

療り
ょ
うを
受う

松
まつ

栄
え

孝
たかし

さん『
身み

近ぢ
か

な
ア
マ
ゾ
ン
Ⅱ
』
出し

ゅ
っ

版ぱ
ん

奥お
く

地ち

イ
ン
ディ
オ
と
の
交こ

う

流り
ゅ
う

綴つ
づ

る

診し
ん

療り
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

向む

け
の
透と

う

析せ
き

室し
つ

に

は
東と

う

レ
製せ

い

の
血け

つ

液え
き

濾ろ

過か

透と
う

析せ
き

（
Ｈ
Ｄ
Ｆ
）
機き

能の
う

を
搭と

う

載さ
い

し

た
８
台だ

い

が
導ど

う

入に
ゅ
うさ
れ
た
。

　

Ｈ
Ｄ
Ｆ
は
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
血け

つ

液え
き

透と
う

析せ
き

治ち

療り
ょ
う（
Ｈ
Ｄ
）
よ
り
リ
ン

や
尿

に
ょ
う

毒ど
く

素そ

を
効こ

う

率り
つ

的て
き

に
取と

り

除の
ぞ

く
事こ

と

が
で
き
、
患か

ん

者じ
ゃ

へ
の

負ふ

担た
ん

が
少す

く

な
い
治ち

療り
ょ
う

方ほ
う

法ほ
う

だ
。
佐さ

藤と
う

理り

事じ

長ち
ょ
うは
「
心し

ん

機き

能の
う

へ
の
負ふ

担た
ん

も
Ｈ
Ｄ
よ
り
少す

く

な
い
の
で
透と

う

析せ
き

後ご

の
疲ひ

労ろ
う

感か
ん

が
軽か

る

く
、
患か

ん

者じ
ゃ

の
生せ

い

活か
つ

の
質し

つ

向こ
う

上じ
ょ
うに
繋つ

な

が
る
」
と
メ
リ
ッ

ト
を
語か

た
っ
た
。

　

Ｈ
Ｄ
Ｆ
治ち

療り
ょ
うは
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

で

は
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

な
治ち

療り
ょ
う

方ほ
う

法ほ
う

だ

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
南な

ん

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

で
は
ま
だ
普ふ

及き
ゅ
う

率り
つ

は
低ひ

く

い
と

い
う
。
八や

つ

柳や
な
ぎ

Ｇ
Ｓ
Ｉ
ク
レ

オ
ス
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

副ふ
く

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

を
、
販は

ん

売ば
い

代だ
い

理り

店て
ん

Ｇ
Ｓ
Ｉ
ク

レ
オ
ス
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

か
ら
購こ

う

入に
ゅ
うし
て
お
り
、
購こ

う

入に
ゅ
う

価か

格か
く

の

協き
ょ
う

力り
ょ
く、
病

び
ょ
う

院い
ん

で
少す

こ

し
で
も
利り

益え
き

が
出だ

せ
る
よ
う
に
保ほ

険け
ん

会が
い

社し
ゃ

と
の
折せ

っ

衝し
ょ
う、
多お

お

く
の
患か

ん

者じ
ゃ

が
利り

用よ
う

出で

来き

る
よ
う
に
助じ

ょ

言げ
ん

を
受う

け
て
い
た
。

　

今こ
ん

回か
い

は
２
社し

ゃ

か
ら
寄き

付ふ

を

受う

け
て
受う

け

付つ
け

の
改か

い

装そ
う

が
行お

こ
な
わ

れ
て
お
り
、
２
社し

ゃ

の
名な

前ま
え

が

受う
け

付つ
け

後う
し

ろ
の
壁か

べ

に
記し

る

さ
れ
て

い
る
。

　

視し

察さ
つ

し
た
大お

お

谷た
に

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

は
「
３
年ね

ん

半は
ん

前ま
え

か
ら
何な

ん

度ど

も

来き

て
い
ま
す
。
来く

る
た
び
に
、

透と
う

析せ
き

セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

病び
ょ
う

院い
ん

の
設せ

つ

備び

や
内な

い

装そ
う

も
改か

い

修し
ゅ
うさ
れ
向こ

う

上じ
ょ
うを
感か

ん

じ
ま
す
」

と
感か

ん

心し
ん

し
た
様よ

う

子す

。「
Ｓ
Ｕ

Ｓ
患か

ん

者じ
ゃ

向む

け
の
透と

う

析せ
き

治ち

療り
ょ
う

以い

外が
い

に
も
自じ

由ゆ
う

診し
ん

療り
ょ
う

向む

け
に
血け

つ

液え
き

濾ろ

過か

透と
う

析せ
き

（
Ｈ
Ｄ
Ｆ
）
を

導ど
う

入に
ゅ
うさ
れ
、
ま
す
ま
す
の
発は

っ

展て
ん

を
期き

待た
い

し
ま
す
」
と
コ
メ

ン
ト
を
寄よ

せ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

改か
い

装そ
う

さ
れ
た
セ
ン
タ

ー
出で

入い

り
口ぐ

ち

に
は
新し

ん

病び
ょ
う

院い
ん

の

新し
ん

ロ
ゴ
が
掲か

か

げ
ら
れ
、
自じ

由ゆ
う

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
多お

お

く
の

Ｓ
Ｕ
Ｓ
病び

ょ
う

院い
ん

で
は
最さ

い

低て
い

限げ
ん

の

手て

入い

れ
に
な
り
、
装そ

う

置ち

外そ
と

側が
わ

の
劣れ

っ

化か

な
ど
に
繋つ

な

が
り
ま
す
。

当と
う

社し
ゃ

で
も
ス
タ
ッ
フ
を
定て

い

期き

的て
き

に
派は

遣け
ん

し
て
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
実じ

っ

施し

し
て
お
り
ま
す
が
、

同ど
う

院い
ん

ス
タ
ッ
フ
の
質し

つ

の
高た

か

さ
を

感か
ん

じ
ま
す
」
と
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し
た
。

ト
の
贈ぞ

う

呈て
い

を
受う

け
た
。

　

佐さ

藤と
う

理り

事じ

は
「
大た

い

変へ
ん

す
ば

ら
し
い
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
こ

れ
を
贈お

く

り
ま
す
」
と
の
感か

ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
て
大お

お

谷た
に

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

へ
、
辻つ

じ

マ
ル
セ
ロ
医い

院い
ん

長ち
ょ
うは
ダ

ニ
エ
ラ
Ｇ
Ｓ
Ｉ
社し

ゃ

長ち
ょ
うに
記き

念ね
ん

プ
レ
ー
ト
を
手て

渡わ
た

し
た
。

　

以い

前ぜ
ん

か
ら
同ど

う

病び
ょ
う

院い
ん

で
は
東と

う

レ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
製せ

い

の
透と

う

析せ
き

器き

Ｓ
Ｉ
ク
レ
オ
ス
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

の
ダ
ニ
エ
ラ
・
ブ
ロ
デ
ィ
・
ヤ

マ
ウ
チ
社し

ゃ

長ち
ょ
うら
を
顕け

ん

彰し
ょ
うし
た
。

　

同ど
う

透と
う

析せ
き

セ
ン
タ
ー
は
２
カ

月げ
っ

間か
ん

の
改か

い

修し
ゅ
う

工こ
う

事じ

を
終お

え
た

ば
か
り
。
両

り
ょ
う

社し
ゃ

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
同ど

う

セ

ン
タ
ー
の
待ま

ち

合あ
い

室し
つ

、
最さ

い

新し
ん

設せ
つ

備び

を
導ど

う

入に
ゅ
うし
た
透と

う

析せ
き

室し
つ

を
視し

察さ
つ

し
た
後あ

と

、
病

び
ょ
う

院い
ん

か
ら
改か

い

装そ
う

協き
ょ
う

力り
ょ
くに
対た

い

す
る
感か

ん

謝し
ゃ

プ
レ
ー

店て
ん

で
９
時じ

～
１
７
時じ

の
間あ

い
だ、

購こ
う

入に
ゅ
う

者し
ゃ

に
サ
イ
ン
対た

い

応お
う

な
ど

を
行お

こ
な
う
。
書し

ょ

籍せ
き

の
言げ

ん

語ご

は
日に

本ほ
ん

語ご

で
全ぜ

ん

２
８
４
頁ぺ

ー
じ。
７
０

レ
ア
ル
。

　

書し
ょ

籍せ
き

は
２
２
日に

ち

か
ら
太た

い

陽よ
う

堂ど
う

書し
ょ

店て
ん

、
フ
ォ
ノ
マ
ギ
書し

ょ

店て
ん

、

高た
か

野の

書し
ょ

店て
ん

、
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

で

も
販は

ん

売ば
い

を
開か

い

始し

す
る
。

　

本ほ
ん

の
内な

い

容よ
う

を
一ひ

と

言こ
と

で
表あ

ら
わ
す

と
何な

に

か
と
松ま

つ

栄え

さ
ん
に
問と

う
な
ど
の
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
づ
ら
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
供

き
ょ
う

給き
ゅ
う

安あ
ん

定て
い

性せ
い

が
増ま

し
た
。
南な

ん

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

へ
の
輸ゆ

出し
ゅ
つも
行お

こ
な
う
見み

込こ

み
。

　

記き

念ね
ん

イ
ベ
ン
ト
に
は
飲い

ん

食
し
ょ
く

業ぎ
ょ
う、
メ
デ
ィ
ア
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

ら
６
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。

開か
い

会か
い

挨あ
い

拶さ
つ

で
は
日に

本ほ
ん

か
ら
茂も

木ぎ

修お
さ
む

取と
り

締し
ま
り

役や
く

専せ
ん

務む

執し
っ

行こ
う

役や
く

員い
ん

国こ
く

際さ
い

事じ

業ぎ
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

長ち
ょ
うが
オ
ン

ラ
イ
ン
参さ

ん

加か

し
て
「
大お

お

き
な

挑ち
ょ
う

戦せ
ん

。
日に

本ほ
ん

品ひ
ん

質し
つ

の
醤

し
ょ
う

油ゆ

を

提て
い

供き
ょ
うし
た
い
」
と
意い

気き

込ご

み

を
語か

た

り
、
現げ

ん

地ち

法ほ
う

人じ
ん

Ｋ
Ｉ
Ｋ

Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ 

Ｄ
Ｏ 

Ｂ
Ｒ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｌ
社し

ゃ

の
尾お

崎ざ
き

英ひ
で

之ゆ
き

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

す
る
予よ

定て
い

で
、
値ね

段だ
ん

は
他た

社し
ゃ

伯は
っ

国こ
く

産さ
ん

醤し
ょ
う

油ゆ

の
３
倍ば

い

ほ
ど
の

高こ
う

級き
ゅ
う

価か

格か
く

帯た
い

に
属ぞ

く

す
る
見み

込こ

み
。

　

原げ
ん

料り
ょ
うの
大だ

い

豆ず

、
塩し

お

、
小こ

麦む
ぎ

、
水み

ず

は
全す

べ

て
伯は

っ

国こ
く

産さ
ん

を
使し

用よ
う

。
製せ

い

造ぞ
う

は
本ほ

ん

醸じ
ょ
う

造ぞ
う

方ほ
う

式し
き

で

行お
こ
なわ
れ
、
砂さ

糖と
う

や
う
ま
み
調

ち
ょ
う

味み

料り
ょ
うは
使し

用よ
う

し
な
い
。
他た

の

伯は
っ

国こ
く

産さ
ん

醤し
ょ
う

油ゆ

に
比く

ら

べ
、
香か

お

り

が
強つ

よ

く
、
赤せ

き

橙と
う

色し
ょ
くを
し
て
い

る
の
が
特と

く

徴ち
ょ
う。
日に

本ほ
ん

か
ら
製せ

い

造ぞ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つ

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

を
派は

遣け
ん

し
、

同ど
う

社し
ゃ

の
品ひ

ん

質し
つ

基き

準じ
ゅ
んを
満み

た
す

生せ
い

産さ
ん

体た
い

勢せ
い

を
確か

く

立り
つ

し
た
。

　

国こ
く

内な
い

生せ
い

産さ
ん

を
行お

こ
な
う
こ
と
で

新し
ん

鮮せ
ん

な
醤

し
ょ
う

油ゆ

の
市し

場じ
ょ
う

供き
ょ
う

給
き
ゅ
う

が
可か

能の
う

に
な
り
、
為か

わ
せ替
変へ

ん

動ど
う

発は
っ

見け
ん

」
と
応こ

た

え
た
。
同ど

う

著ち
ょ

で

は
２
０
０
１
年ね

ん

頃ご
ろ

に
訪お

と
ず
れ
た

ア
マ
ゾ
ン
で
原げ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

族ぞ
く

の
ト

ゥ
ッ
カ
ー
ノ
・
イ
ン
デ
ィ
オ
と

１
週

し
ゅ
う

間か
ん

過す

ご
し
た
記き

録ろ
く

が
綴つ

づ

ら
れ
る
。

　

松ま
つ

栄え

さ
ん
は
２
０
０
７
年ね

ん

ま
で
観か

ん

賞し
ょ
う

魚ぎ
ょ

輸ゆ

出し
ゅ
つ

会か
い

社し
ゃ

を

営い
と
なん
で
お
り
、
伯は

っ

国こ
く

環か
ん

境
き
ょ
う

省し
ょ
うの
正せ

い

式し
き

な
漁

り
ょ
う

師し

資し

格か
く

も
持も

つ
。
漁り

ょ
う
で
モ
ン
テ
ク
リ
ス
ト

村む
ら

に
滞た

い

在ざ
い

し
た
際さ

い

、
同ど

う

地ち

原げ
ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

の
子こ

供ど
も

に
ポ
語ご

を
教お

し

え
る
教

き
ょ
う

師し

の
ア
ン
テ
ノ
ー
ル
に

「
故ふ

る

郷さ
と

の
長

ち
ょ
う

老ろ
う

の
話は

な
し
や
唄う

た

を

テ
ー
プ
で
記き

録ろ
く

し
て
欲ほ

し
い
」

と
頼た

の

ま
れ
た
。

　

松ま
つ

栄え

さ
ん
は
ア
ン
テ
ノ
ー

ル
と
共と

も

に
モ
ン
テ
ク
リ
ス
ト

か
ら
さ
ら
に
上

じ
ょ
う

流り
ゅ
うに
位い

置ち

す

る
パ
リ
・
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
の
サ

ン
ト
メ
村む

ら

に
向む

か
い
、
一い

ち

族ぞ
く

の

　

サ
ン
タ
ク
ル
ス
日に

本ほ
ん

病び
ょ
う

院い
ん

（
Ｈ
Ｊ
Ｓ
Ｃ
、
佐さ

藤と
う

マ
リ
オ
理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
１
０
月が

つ

２
２
日に

ち

、

改か
い

装そ
う

工こ
う

事じ

を
終お

え
た
人じ

ん

工こ
う

透と
う

析せ
き

セ
ン
タ
ー
の
再さ

い

開か
い

式し
き

典て
ん

を

開か
い

催さ
い

し
、
そ
れ
に
多た

大だ
い

な
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
し
た
東と

う

レ
・
ド
・
ブ
ラ

ジ
ル
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

（T
o

ray 
do B

rasil Ltda.

）
大お

お

谷た
に

直な
お

之ゆ
き

社し
ゃ

長ち
ょ
うと
、
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

Ｇ

佐さ

藤と
う

マ
リ
オ
理り

事じ

長ち
ょ
うと
大お
お

谷た
に

東と
う

レ
・
ド
・

ブ
ラ
ジ
ル
社し
ゃ

長ち
ょ
う

辻つ
じ

マ
ル
セ
ロ
院い
ん

長ち
ょ
うと

ダ
ニ
エ
ラ
・
ブ
ロ
デ
ィ
・

ヤ
マ
ウ
チ
Ｇ
Ｓ
Ｉ
ク
レ
オ
ス
ブ
ラ
ジ
ル
社し
ゃ

長ち
ょ
う

イベントの様
よう

子
す

。醤
しょう

油
ゆ

樽
だる

で鏡
かがみ

割
わ

りを行
おこな

った。白
しら

石
いし

テルマ、桑
くわ

名
な

良
りょう

輔
すけ

在
ざい

聖
せい

総
そう

領
りょう

事
じ

、茂
も

木
ぎ

修
おさむ

取
とり

締
しまり

役
やく

( スクリーン )、平
ひら

田
た

藤
ふじ

義
よし

ブラジル日
に

本
ほん

商
しょう

工
こう

会
かい

議
ぎ

所
しょ

事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

、尾
お

崎
ざき

英
ひで

之
ゆき

社
しゃ

長
ちょう

（左
ひだり

から）。

は
「
伯は

っ

国こ
く

で
は
甘あ

ま

み
が
強つ

よ

く
、

色い
ろ

の
黒く

ろ

い
醤

し
ょ
う

油ゆ

が
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

。

３
０
０
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

を
持も

つ
キ

ッ
コ
ー
マ
ン
の
醤

し
ょ
う

油ゆ

で
、
伯は

っ

国こ
く

の
家か

庭て
い

に
新あ

た
ら
し
い
価か

値ち

を
提て

い

供き
ょ
うし
た
い
」
と
抱ほ

う

負ふ

を
述の

べ

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
白し

ら
い
し石
テ

ル
マ
氏し

（
和わ

食し
ょ
くレ
ス
ト
ラ
ン

ン
音お

ん

楽が
く

大だ
い

学が
く

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
、
同ど

う

地ち

で
ピ
ア
ニ
ス
ト
や
講こ

う

師し

と

し
て
も
活か

つ

躍や
く

。
２
０
１
８
年ね

ん

９
月が

つ

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
移う

つ

り
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活か

つ

動ど
う

し
て

い
る
。

　

同ど
う

シ
リ
ー
ズ
は
「
ク
ラ
シ
ッ

「
藍あ

い

染ぞ
め

」）
に
よ
る
、
キ
ッ
コ

ー
マ
ン
醤

し
ょ
う

油ゆ

を
用も

ち

い
た
創そ

う

作さ
く

和わ

食し
ょ
くコ
ー
ス
が
振ふ

舞る
ま

わ
れ
た
。

試し

食し
ょ
く

会か
い

に
参さ

ん

加か

し
た
マ
ル
コ

ス
・
マ
テ
さ
ん
（
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

品ひ
ん

卸お
ろ
し

販は
ん

売ば
い

業ぎ
ょ
う）
は
「
市し

場じ
ょ
うに
あ

る
醤

し
ょ
う

油ゆ

の
中な

か

で
最さ

い

高こ
う

品ひ
ん

質し
つ

の

味あ
じ

と
感か

ん

じ
た
。
多お

お

く
の
人ひ

と

に

味あ
じ

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
語か

た

長ち
ょ
う

老ろ
う

オ
モ
ホ
リ
さ
ん
の
唄う

た

や

話は
な
しを
記き

録ろ
く

し
た
。
唄う

た

は
３
０

分ぷ
ん

程ほ
ど

の
長な

が

さ
で
一い

ち

族ぞ
く

の
歴れ

き

史し

を
伝つ

た

え
る
も
の
だ
と
い
う
。

　

唄う
た

に
は
、
当と

う

地ち

に
ど
の
よ

う
に
た
ど
り
着つ

い
た
と
い
う

ル
ー
ツ
か
ら
、
今き

ょ
う日
ま
で
の

歴れ
き

史し

が
脈

み
ゃ
く

々み
ゃ
くと
歌う

た

い
継つ

が

れ
て
い
る
。
松ま

つ

栄え

さ
ん
は
１

週し
ゅ
う

間か
ん

の
交こ

う

流り
ゅ
うを
通と

お

し
「
彼か

れ

等ら

の
先せ

ん

祖ぞ

が
ど
の
よ
う
な
道み

ち

を
辿た

ど

っ
て
き
た
か
を
聞き

く
と
、

色い
ろ

々い
ろ

な
ル
ー
ツ
が
入い

り
混ま

じ

っ
て
い
る
と
気き

づ
き
ま
し
た
」

と
語か

た

る
。

　
「
そ
う
な
る
と
、
人じ

ん

種し
ゅ

や
民み

ん

族ぞ
く

の
違ち

が

い
を
ど
こ
で
わ
け
る
の

か
考か

ん
がえ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
」
と
頷う

な
ず
き
、「
分わ

け
る
と

す
る
と
、
や
は
り
言げ

ん

語ご

に
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
見け

ん

解か
い

を
示し

め

し
た
。

　

基き

本ほ
ん

言げ
ん

語ご

と
民み

ん

族ぞ
く

の
区く

別べ
つ

に
つ
い
て
は
、
６
章し

ょ
う
『
基き

本ほ
ん

的て
き

言げ
ん

語ご

と
滅ほ

ろ

び
行ゆ

く
者も

の

に
つ

い
て
』（
５
１
頁

ぺ
ー
じ

～
５
４
頁ぺ

ー
じ
）

で
も
、
同ど

う

氏し

の
娘む

す
め
と
そ
の
友ゆ

う

人じ
ん

と
い
っ
た
身み

近ぢ
か

な
体た

い

験け
ん

を

例れ
い

に
綴つ

づ
っ
て
い
る
。

　

同ど
う

著ち
ょ

は
２
０
０
８
年ね

ん

頃ご
ろ

ま

で
サ
ン
パ
ウ
ロ
新し

ん

聞ぶ
ん

に
全ぜ

ん

１ 

２
０
回か

い

ほ
ど
の
連れ

ん

載さ
い

で
掲け

い

載さ
い

さ
れ
て
い
た
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
ま
と
め

た
も
の
。「
一お

昨と

年と
し

末ま
つ

に
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
た
か
っ
た
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
影え

い

響き
ょ
うで
遅お

そ

く
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　

松ま
つ

栄え

さ
ん
は
「
知ち

人じ
ん

に

も
本ほ

ん

を
お
送お

く

り
し
た
い
の

で
ご
連れ

ん

絡ら
く

下く
だ

さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
る
。
連れ

ん

絡ら
く

は
松ま

つ

栄え

さ
ん
の
メ
ー
ル
（tak

a0
 

8
0

3
1

9
5

0
@

g
m

a
il.

co
m

）、
ま
た
は
経け

い

営え
い

す
る

す
し
店て

ん

の
天て

ん

寿ず

司し

（
電で

ん

話わ

＝

１
１
・
５
５
９
４
・
０
１
５ 

０
）
ま
で
。

　
１
５
日に

ち

（
月げ

つ

）
が
「
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

宣せ
ん

言げ
ん

記き

念ね
ん

日び

（P
ro

cla-
m

ação d
a R

ep
ú

b
li-

ca

）」
の
祝

し
ゅ
く

日じ
つ

の
た
め
、
１
６

日に
ち

付づ

け
本ほ

ん

紙し

が
休

き
ゅ
う

刊か
ん

に
な
り

ま
す
。
次じ

号ご
う

は
１
７
日に

ち

付づ

け

に
な
る
の
で
、
ご
注

ち
ゅ
う

意い

を
。

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

（h
ttp

s://w
w

w
.y

o
u 

tu
b

e.co
m

/b
u

n
k

y
o 

digital

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

先せ
ん

月げ
つ

か
ら
開か

い

始し

し
た
同ど

う

シ

リ
ー
ズ
第だ

い

二に

弾だ
ん

と
な
る
今こ

ん

回か
い

は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
ウ

ェ
リ
ン
ト
ン
・
レ
ボ
ウ
サ
ス
さ

ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
田た

代し
ろ

倫み
ち

子こ

リ
チ
ャ
ル
ジ
さ
ん
が
、
岡お

か

野の

貞て
い

一い
ち
の
『
春は

る

の
小お

川が
わ

』
や
『
朧

お
ぼ
ろ

月づ
き

夜よ

』、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
『
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
第だ

い

１
８

番ば
ん

』
な
ど
含ふ

く

む
１
０
曲き

ょ
く
を
演え

ん

奏そ
う

す
る
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
ウ
ェ

リ
ン
ト
ン
さ
ん
は
サ
ン
パ
ウ
ロ

市し

交こ
う

響き
ょ
う

楽が
く

団だ
ん

の
独ど

く

奏そ
う

者し
ゃ

や
カ

メ
ラ
ー
タ
・
フ
ク
ダ
の
コ
ン
サ

ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
担た

ん

当と
う

す
る
。

田た

代し
ろ

さ
ん
は
ド
イ
ツ
で
ケ
ル

　

松ま
つ

栄え

孝た
か
しさ
ん
（
７
１
歳さ

い

、

兵ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

）
が
『
身み

近ぢ
か

な
ア

マ
ゾ
ン
Ⅱ
〔
ト
ゥ
ッ
カ
ー
ノ

の
里さ

と

〕
消き

え
行い

く
イ
ン
デ
ィ

オ
文ぶ

ん

化か

記き

録ろ
く

へ
の
旅た

び

』
の
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

記き

念ね
ん

会か
い

を
２
０
日か

（
土ど

）、

２
１
日に

ち

（
日に

ち

）
に
聖せ

い

市し

の
フ

ォ
ノ
マ
ギ
竹た

け

内う
ち

書し
ょ

店て
ん

（R
u

a 
da G

lória, 2
9

9
）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

松ま
つ

栄え

さ
ん
は
両

り
ょ
う

日じ
つ

、
同ど

う

書し
ょ

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
文ぶ

ん

協き
ょ
う、
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト

会か
い

長ち
ょ
う）
の
「
文ぶ

ん

協き
ょ
うコ
ン
サ
ー
ト

（C
on

certos B
u

n
kyo 

2
0

2
1

）
第だ

い

２
弾だ

ん

オ
ン
ラ

イ
ン
公こ

う

演え
ん

を
１
１
月が

つ

１
８

日に
ち

（
木も

く

）
１
９
時じ

か
ら
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

っ
た
。

ク
音お

ん

楽が
く

を
通つ

う

じ
て
ブ
ラ
ジ
ル

と
日に

本ほ
ん

の
つ
な
が
り
を
確か

く

立り
つ

す
る
」
を
テ
ー
マ
に
第だ

い

一い
っ

線せ
ん

で
活か

つ

躍や
く

す
る
音お

ん

楽が
く

家か

を
招ま

ね

き
、

収し
ゅ
う

録ろ
く

し
た
動ど

う

画が

を
月つ

き

に
１
度ど

公こ
う

開か
い

す
る
形か

た
ち
で
公こ

う

演え
ん

を
行

お
こ
な

っ

て
い
る
。

と
、「
イ
ン
デ
ィ
オ
文ぶ

ん

化か

の
再さ

い



　

米べ
い

軍ぐ
ん

が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
撤て

っ

退た
い

す
る
と
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
た
途と

端た
ん

に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
軍ぐ

ん

が
総そ

う

崩く
ず

れ
に
な
り
、
タ
リ
バ
ン

が
政せ

い

権け
ん

を
握に

ぎ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今こ

ん

回か
い

の
米べ

い

軍ぐ
ん

撤て
っ

退た
い

は
、

南み
な
みベ
ト
ナ
ム
の
崩ほ

う

壊か
い

を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
ま
す
。
あ
の
時と

き

も
米べ

い

軍ぐ
ん

の
撤て

っ

退た
い

後ご

、
南み

な
み
ベ
ト
ナ
ム
政せ

い

府ふ

は
あ
っ
け
な
く
崩ほ

う

壊か
い

。
北き

た

ベ
ト
ナ
ム
軍ぐ

ん

の
弾だ

ん

圧あ
つ

を
恐お

そ

れ
て
、
一い

っ

説せ
つ

に
３
０
万ま

ん

人に
ん

と
も
言い

わ
れ
る
人ひ

と

々び
と

が
南み

な
み
シ
ナ
海か

い

に
小こ

舟ぶ
ね

で
こ
ぎ
出だ

し
て
、
多お

お

く
の

人ひ
と

々び
と

が
南な

ん

海か
い

の
泡ほ

う

沫ま
つ

の
よ
う
に
消き

え
ま
し
た
。

　

当と
う

時じ

、
全ぜ

ん

国こ
く

の
大だ

い

学が
く

で
は
左さ

翼よ
く

学が
く

生せ
い

に
よ
る
「
ベ
ト
ナ
ム

戦せ
ん

争そ
う

反は
ん

対た
い

」「
米べ

い

帝て
い

（
ア
メ
リ
カ
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

）
粉ふ

ん

砕さ
い

」
な
ど

と
書か

い
た
立た

て
看か

ん

板ば
ん

が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
覆お

お

っ
て
い
ま
し
た
。

「
日ひ

帝て
い

（
日に

っ

本ぽ
ん

帝て
い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

）
打だ

倒と
う

」
な
ど
と
い
う
威い

勢せ
い

の
よ

い
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

」
は
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
日に

本ほ
ん

を
侵し

ん

略り
ゃ
く

者し
ゃ

扱あ
つ
かい
す

る
歴れ

き

史し

観か
ん

の
定て

い

番ば
ん

用よ
う

語ご

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
高こ

う

校こ
う

の
新し

ん

教
き
ょ
う

科か

『
歴れ

き

史し

総そ
う

合ご
う

』
の
ほ
と
ん
ど
の
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

が
、
日に

本ほ
ん

を
「
遅お

く

れ
て
や
っ
て
き
た
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

」
と
描え

が

い
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、

　
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

は
、
１
８
７
０
年ね

ん

代だ
い

後こ
う

半は
ん

か
ら
２
０
世せ

い

紀き

は
じ

め
に
か
け
て
明あ

き

ら
か
と
な
り
、
世せ

界か
い

は
、
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

な
軍ぐ

ん

事じ

力
り
ょ
く

の
優ゆ

う

位い

を
背は

い

景け
い

に
、
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うに
よ
っ
て
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
分ぶ

ん

割か
つ

さ
れ

て
い
っ
た
。
１
９
世せ

い

紀き

末ま
つ

に
は
、
日に

本ほ
ん

も
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

を
通つ

う

じ

て
、
こ
の
領

り
ょ
う

土ど

分ぶ
ん

割か
つ

競き
ょ
う

争そ
う

に
参さ

ん

入に
ゅ
うし
た
。〔
第だ

い

一い
ち

、
ｐ
７
８
〕

こ
う
し
た
太た

い

平へ
い

洋よ
う

の
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

に
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：
イ
ギ
リ
ス

に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
開か

い

拓た
く

、
ア

メ
リ
カ
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
グ
ア
ム
・
プ
レ
ル
ト
リ
コ
支し

配は
い

）、
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

・
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

を
経へ

て
、
後こ

う

発は
つ

の
帝て

い

国こ
く

日に

本ほ
ん

も
参さ

ん

入に
ゅ
うし
て
い
く
。〔
実じ

っ

教き
ょ
う、
ｐ
９
９
〕

　

我わ

が
国く

に

が
国こ

っ

家か

の
独ど

く

立り
つ

を
掛か

け
て
、
清き

よ

水み
ず

の
舞ぶ

台た
い

か
ら
飛と

び
降お

り
る
覚か

く

悟ご

で
戦

た
た
か

っ
た
日に

っ

清し
ん

、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

ま
で
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

狙ね
ら

い
の
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

戦せ
ん

争そ
う

で
あ
っ
た
、
と
い
う
歴れ

き

史し

観か
ん

に
は
驚お

ど
ろ
か

さ
れ
ま
す
が
、
現げ

ん

在ざ
い

の
歴れ

き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

の
世せ

界か
い

で
は
、
こ
ち
ら

の
方ほ

う

が
主し

ゅ

流り
ゅ
うで
す
。
こ
の
歴れ

き

史し

観か
ん

が
正た

だ

し
い
の
か
、
と
い
う

問も
ん

題だ
い

を
、
本ほ

ん

号ご
う

で
考か

ん
が
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日に

本ほ
ん

は
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

国く
に

だ
っ
た
の
か
？

　
　

―
―
イ
ル
カ
と
サ
メ
は
違ち

が

う

２０２１年
ねん

9月
がつ

12日
にち

版
ばん

　

ま
ず
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

の
定て

い

義ぎ

を
見み

て
み
ま
す
。
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

の
説せ

つ

明め
い

は
、
帝て

い

国こ
く

書し
ょ

院い
ん

が
最も

っ
と
も
詳

し
ょ
う

細さ
い

で
す
。

　
１
９
世せ

い

紀き

末ま
つ

に
な
る
と
、
列れ

っ

強き
ょ
う

諸し
ょ

国こ
く

は
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな
武ぶ

力り
ょ
くを
背は

い

景け
い

に
競き

そ

っ
て
新あ

ら

た
な
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

の
獲か

く

得と
く

に
乗の

り
出だ

し
た
。
ま
た

資し

本ほ
ん

の
安あ

ん

全ぜ
ん

や
市し

場じ
ょ
う・
資し

源げ
ん

の
確か

く

保ほ

の
た
め
、
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
意い

向こ
う

を
無む

視し

し
て
、
獲か

く

得と
く

し
た
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

を
政せ

い

治じ

的て
き

・
軍ぐ

ん

事じ

的て
き

に
強

き
ょ
う

力り
ょ
くに
支し

配は
い

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
侵し

ん

略り
ゃ
く

的て
き

な
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

統と
う

治ち

を
伴と

も
なう
新あ

た
らし
い
領

り
ょ
う

土ど

拡か
く

張ち
ょ
うを
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

と
よ
ぶ
。

　
そ
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
い
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・

ロ
シ
ア
・
ア
メ
リ
カ
で
日に

本ほ
ん

も
こ
れ
に
続つ

づ

い
た
。〔
帝て

い

国こ
く

、

ｐ
５
３
〕

　

要よ
う

約や
く

す
る
と
「
他た

人に
ん

の
領

り
ょ
う

土ど

を
、
そ
の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
意い

向こ
う

を
無む

視し

し
て
、
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
搾さ

く

取し
ゅ

す
る
こ
と
」
と
言い

え
る
で
し
ょ
う
。

と
す
る
と
、
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

か
ど
う
か
は
、
以い

下か

の
二ふ

た

つ
の
ポ
イ

ン
ト
で
判は

ん

定て
い

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

】
そ
の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

が
適て

き

切せ
つ

な
利り

益え
き

を
得え

ら
れ
な
い
形か

た
ち
で
、

そ
の
地ち

域い
き

の
資し

源げ
ん

や
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
くを
利り

用よ
う

す
る
。
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

が
あ
っ

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地ち

域い
き

が
経け

い

済ざ
い

発は
っ

展て
ん

を
し
た

か
ど
う
か
、
特と

く

に
生せ

い

活か
つ

の
向こ

う

上じ
ょ
うに
よ
る
人じ

ん

口こ
う

増ぞ
う

加か

が
見み

ら
れ

た
か
ど
う
か
、
が
、
判は

ん

断だ
ん

材ざ
い

料り
ょ
うに
な
る
で
し
ょ
う
。

【
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

】
そ
の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

が
同ど

う

意い

し
て
い
な
い
の
に
、
武ぶ

力り
ょ
くで

強き
ょ
う

制せ
い

し
て
上

じ
ょ
う

記き

の
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

を
行お

こ
な
う
。
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
同ど

う

意い

が
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
、
定て

い

性せ
い

的て
き

で
評

ひ
ょ
う

価か

が
難む

ず
か
し
い
の
で
す
が
、
本ほ

ん

国ご
く

で

選せ
ん

挙き
ょ

制せ
い

度ど

が
導ど

う

入に
ゅ
う

制せ
い

度ど

が
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
地ち

域い
き

に
も
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

や
被ひ

選せ
ん

挙き
ょ

権け
ん

が
与あ

た

え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

は
疑う

た
が
わ

し
い
と
思お

も

わ
れ
ま
す
。

　

選せ
ん

挙き
ょ

制せ
い

度ど

が
導ど

う

入に
ゅ
うさ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
大お

お

き
な
住

じ
ゅ
う

民み
ん

反は
ん

乱ら
ん

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
が
判は

ん

断だ
ん

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
統と

う

治ち

開か
い

始し

時じ

期き

は
、
統と

う

治ち

の
内な

い

容よ
う

に
関か

か

わ

り
な
く
、
納な

っ

得と
く

し
な
い
住

じ
ゅ
う

民み
ん

が
反は

ん

攻こ
う

す
る
場ば

合あ
い

が
多お

お

い
の
で
、

統と
う

治ち

が
始は

じ

ま
っ
て
か
ら
、
１
０
年ね

ん

後ご

、
２
０
年ね

ん

後ご

に
ま
だ
反は

ん

攻こ
う

す
る
住

じ
ゅ
う

民み
ん

が
い
る
か
ど
う
か
で
見み

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

日に

本ほ
ん

が
日に

っ

清し
ん

、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

の
頃こ

ろ

か
ら
、
後こ

う

発は
つ

の
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

に
な
っ
た
、
と
い
う
説せ

つ

は
、
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

後ご

に
台た

い

湾わ
ん

を
得え

て
、

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

後ご

に
日に

っ

韓か
ん

併へ
い

合ご
う

を
行

お
こ
な

っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

判は
ん

断だ
ん

さ
れ
て
い
ま
す
。
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

は
「
日に

本ほ
ん

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

支し

配は
い

」
と
の
節せ

つ

を
設も

う

け
て
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

し
て
い
ま
す
。

　
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

に
よ
っ
て
台た

い

湾わ
ん

を
清し

ん

か
ら
割か

つ

譲じ
ょ
うさ
れ
る
と
、
日に

本ほ
ん

は
、
台た

い

湾わ
ん

の
統と

う

治ち

を
開か

い

始し

し
た
。
つ
い
で
、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

中
ち
ゅ
う

か
ら
戦せ

ん

後ご

に
か
け
て
、
日に

本ほ
ん

は
韓か

ん

国こ
く

の
保ほ

護ご

国こ
く

化か

を
進す

す

め
て

外が
い

交こ
う

・
内な

い

政せ
い

の
権け

ん

限げ
ん

を
奪う

ば

い
、
１
９
１
０
年ね

ん

に
は
皇こ

う

帝て
い

を
退た

い

位い

さ
せ
て
韓か

ん

国こ
く

併へ
い

合ご
う

を
断だ

ん

行こ
う

し
た
。

　
こ
う
し
て
日に

本ほ
ん

は
、
台た

い

湾わ
ん

、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

な
ど
を
有ゆ

う

す
る
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

帝て
い

国こ
く

と
な
っ
た
。
台だ

い

湾わ
ん

と
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

の
過か

程て
い

で
は
、

反は
ん

発ぱ
つ

す
る
現げ

ん

地ち

住じ
ゅ
う

民み
ん

が
蜂ほ

う

起き

し
、
日に

本ほ
ん

は
武ぶ

力り
ょ
くで
鎮ち

ん

圧あ
つ

し

た
。〔
東と

う

書し
ょ

、
ｐ
８
１
〕

　
「
日に

本ほ
ん

は
、
台た

い

湾わ
ん

、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

な
ど
を
有ゆ

う

す
る
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

帝て
い

国こ
く

と

な
っ
た
」
と
明め

い

確か
く

な
断だ

ん

罪ざ
い

を
し
て
い
ま
す
が
、
前ぜ

ん

節せ
つ

で
述の

べ

た
二ふ

た

つ
の
判は

ん

断だ
ん

ポ
イ
ン
ト
に
関か

ん

す
る
史し

実じ
つ

は
示し

め

さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
東と

う

書し
ょ

の
執し

っ

筆ぴ
つ

陣じ
ん

に
代か

わ
っ
て
、
台た

い

湾わ
ん

、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

へ
の
【
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

】
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
し
て
初し

ょ

期き

は
と
も
か
く
、
そ
の
後ご

も
長な

が

く
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
反は

ん

乱ら
ん

が
続つ

づ

く
よ
う
な

【
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

】
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点て

ん

を
史し

実じ
つ

で
見み

て
み

ま
し
ょ
う
。

　

明め
い

成せ
い

社し
ゃ

は
「
日に

本ほ
ん

が
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

に
な
っ
た
」
と
は
書か

い

て
お
ら
ず
、
台た

い

湾わ
ん

統と
う

治ち

の
内な

い

容よ
う

を
詳く

わ

し
く
説せ

つ

明め
い

し
て
い
ま
す
。

そ
の
一い

ち

部ぶ

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
ま
す
。

　

ま
ず
【
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

】
に
関か

ん

し
て
：

　
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

以い

前ぜ
ん

の
台た

い

湾わ
ん

は
、
ペ
ス
ト
・
コ
レ
ラ
・
天て

ん

然ね
ん

痘と
う

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
伝で

ん

染せ
ん

病び
ょ
うが
蔓ま

ん

延え
ん

、
そ
の
苦く

痛つ
う

を
緩か

ん

和わ

す
る

た
め
に
多お

お

く
の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

が
ア
ヘ
ン
を
吸

き
ゅ
う

引い
ん

し
、
平へ

い

均き
ん

寿じ
ゅ

命み
ょ
うは
わ

ず
か
３
０
歳さ

い

で
し
か
な
か
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
台た

い

湾わ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

は
、
台た

い

湾わ
ん

の
上

じ
ょ
う

下げ

水す
い

道ど
う

を
整せ

い

備び

し
、

衛え
い

生せ
い

環か
ん

境き
ょ
うの
改か

い

善ぜ
ん

に
つ
と
め
る
と
と
も
に
伝で

ん

染せ
ん

病び
ょ
うの
研け

ん

究き
ゅ
うの

た
め
に
医い

学が
っ

校こ
う

を
設せ

っ

置ち

、
住

じ
ゅ
う

民み
ん

へ
の
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

の
強

き
ょ
う

制せ
い

な
ど

に
よ
り
多お

お

く
の
伝で

ん

染せ
ん

病び
ょ
うを
根こ

ん

絶ぜ
つ

・
激げ

き

減げ
ん

さ
せ
た
。
同ど

う

時じ

に
ア

ヘ
ン
を
総そ

う

督と
く

府ふ

の
専せ

ん

売ば
い

と
し
、
そ
の
使し

用よ
う

を
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
制せ

い

限げ
ん

・

禁き
ん

止し

し
、
つ
い
に
吸

き
ゅ
う

飲い
ん

者し
ゃ

を
皆か

い

無む

と
し
た
。

　

ダ
ム
や
灌か

ん

漑が
い

水す
い

路ろ

を
建け

ん

設せ
つ

し
、
農の

う

業ぎ
ょ
うの
育い

く

成せ
い

を
は
か
っ

た
。
道ど

う

路ろ

や
港こ

う

湾わ
ん

が
整せ

い

備び

さ
れ
、
さ
ら
に
は
発は

つ

電で
ん

所じ
ょ

が
つ
く

ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
家か

庭て
い

に
電で

ん

気き

も
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うさ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
学が

っ

校こ
う

は
、
１
９
４
４
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
９
）
年ね

ん

ま
で
に
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

だ
け
で
も
１
１
０
９
校こ

う

が
設せ

っ

置ち

さ
れ
、
そ
の
就

し
ゅ
う

学が
く

率り
つ

９
２
．
５
％
と
い
う
数す

う

字じ

は
、
欧お

う

州し
ゅ
うの
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

並な

み
で
あ
っ

た
。〔
明め

い

成せ
い

、
ｐ
６
３
〕

　

日に

本ほ
ん

の
台た

い

湾わ
ん

統と
う

治ち

は
明め

い

治じ

２
８
（
１
８
９
５
）
年ね

ん

か
ら
で
、

１
９
０
６
年ね

ん

の
人じ

ん

口こ
う

統と
う

計け
い

で
は
３
０
６
万ま

ん

人に
ん

で
し
た
。
そ
れ

が
１
９
４
３
年ね

ん

に
は
６
５
０
万ま

ん

人に
ん

と
倍ば

い

以い

上じ
ょ
うに
な
っ
て
い

ま
す
。
生せ

い

活か
つ

水す
い

準じ
ゅ
んが
あ
が
り
、
経け

い

済ざ
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
うが
よ
く
な
っ
た
、

な
に
よ
り
の
証

し
ょ
う

拠こ

で
す
。

　
【
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

】
に
関か

ん

し
て
は
：

　

政せ
い

治じ

参さ
ん

加か

に
つ
い
て
は
、
日に

本ほ
ん

内な
い

地ち

に
在ざ

い

住じ
ゅ
うす
る
場ば

合あ
い

に
限か

ぎ

り
、
普ふ

通つ
う

選せ
ん

挙き
ょ

法ほ
う

に
も
と
づ
く
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

、
被ひ

選せ
ん

挙き
ょ

権け
ん

が
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
同お

な

じ
よ
う
に
行こ

う

使し

で
き
た
が
、
台た

い

湾わ
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

や
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
は
長な

が

ら
く
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

が
な
く
、

１
９
４
５
（
昭

し
ょ
う

和わ

２
０
）
年ね

ん

に
よ
う
や
く
与あ

た

え
ら
れ
た
。

〔
明め

い

成せ
い

、
ｐ
６
３
〕

　

内な
い

地ち

に
住す

む
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

に
は
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

が
あ
り
、
台た

い

湾わ
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
うの

台た
い

湾わ
ん

人じ
ん

に
は
在ざ

い

留り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
同ど

う

様よ
う

、
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

が
な
か
っ
た

と
い
う
の
は
、
選せ

ん

挙き
ょ

制せ
い

度ど

を
台た

い

湾わ
ん

に
ま
で
広ひ

ろ

げ
る
の
に
時じ

間か
ん

が
か
か
っ
た
か
ら
で
す
。
遅お

そ

ま
き
な
が
ら
、
１
９
４
５
年ね

ん

、

終し
ゅ
う

戦せ
ん

の
年と

し

に
は
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

が
与あ

た

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
だ
け
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
期き

間か
ん

に
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

は
な
か
っ
た
、

と
は
判は

ん

定て
い

で
き
ま
せ
ん
。

　

住
じ
ゅ
う

民み
ん

の
反は

ん

乱ら
ん

で
見み

て
み
る
と
、
台た

い

湾わ
ん

民み
ん

主し
ゅ

国こ
く

（
１
８
９
５

年ね
ん

）、
抗こ

う

日に
ち

運う
ん

動ど
う

（
１
８
９
５
―
１
９
０
２
年ね

ん

）
は
統と

う

治ち

開か
い

始し

直ち
ょ
く

後ご

で
す
。
霧き

り

社し
ゃ

事じ

件け
ん

（
１
９
３
０
年ね

ん

）
の
み
は
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

の
後こ

う

半は
ん

に
起お

き
て
お
り
、
こ
れ
は
台た

い

湾わ
ん

原げ
ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

の
処し

ょ

遇ぐ
う

や
文ぶ

ん

化か

・
習

し
ゅ
う

俗ぞ
く

問も
ん

題だ
い

か
ら
起お

き
た
よ
う
で
す
。
日に

本ほ
ん

の
台た

い

湾わ
ん

統と
う

治ち

も
原げ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

の
隅す

み

々ず
み

に
ま
で
は
及お

よ

ば
な
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
現げ

ん

在ざ
い

の
先せ

ん

進し
ん

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

で
も
少

し
ょ
う

数す
う

民み
ん

族ぞ
く

の
不ふ

満ま
ん

が
暴ぼ

う

動ど
う

に
及お

よ

ぶ
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
類た

ぐ

い
と
言い

え
る
で
し
ょ

う
。

　

こ
の
霧き

り

社し
ゃ

事じ

件け
ん

を
除の

ぞ

け
ば
、
弊へ

い

誌し

で
も
多お

お

く
の
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

の

声こ
え

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
よ
う
に
、
概お

お
む
ね
、
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

を
受う

け
入い

れ
て
い
た
と
考か

ん
が
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

も
見み

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
韓か

ん

国こ
く

統と
う

治ち

に
関か

ん

し
て

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

イ
ル
カ
と
サ
メ
は
共と

も

に
海う

み

に
泳お

よ

ぐ
、
形か

た
ち

も
よ
く
似に

た
生せ

い

物ぶ

つ

で
す
が
、

　

ま
る
で
違ち

が

っ
た
種た

ね

だ
と
学が

く

問も

ん

的て

き

に
見み

分わ

け
る
の
が
、
専せ

ん

門も

ん

の
学が

く

者し

ゃ

の
仕し

事ご

と

。
は
、
東と

う

書し
ょ

は
１
９
３
９
年ね

ん

頃ご
ろ

か
ら
の
創そ

う

氏し

改か
い

名め
い

や
本ほ

ん

土ど

の
労ろ

う

働ど
う

へ
の
「
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

」
な
ど
を
挙あ

げ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
実じ

っ

態た
い

は
弊へ

い

誌し

で
も
今い

ま

ま
で
論ろ

ん

じ
て
き
た
通と

お

り
、「
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

へ
の
圧あ

っ

制せ
い

」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
創そ

う

氏し

改か
い

名め
い

」
は
あ
く
ま
で
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

側が
わ

か
ら
の
希き

望ぼ
う

が
出で

て

始は
じ

め
た
も
の
で
、
強

き
ょ
う

制せ
い

で
は
な
い
こ
と
は
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

に
勤つ

と

め
る
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

役や
く

人に
ん

の
半は

ん

分ぶ
ん

程て
い

度ど

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

名め
い

の
ま
ま
だ
っ

た
こ
と
か
ら
も
証

し
ょ
う

明め
い

さ
れ
ま
す
。「
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

」
も
、
強

き
ょ
う

制せ
い

ど
こ
ろ
か
日に

本ほ
ん

へ
行い

く
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

集あ
つ

め
に
苦く

労ろ
う

し
て
い
た
体た

い

験け
ん

を
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

督と
く

府ふ

で
官か

ん

吏り

を
さ
れ
て
い
た
西に

し

川か
わ

清き
よ
し

氏し

が
語か

た

っ

て
い
ま
す
。〔
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
０
２
８
）〕

　

ま
ず
【
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

】
に
関か

ん

し
て
は
、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

の
中

ち
ゅ
う

学が
く

歴れ
き

史し

教
き
ょ
う

科か

書し
ょ

が
詳く

わ

し
い
デ
ー
タ
を
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
。
併へ

い

合ご
う

の
翌よ

く

年と
し

、
明め

い

治じ

４
３
（
１
９
１
１
）
年ね

ん

か
ら
２
５
年ね

ん

間か
ん

で
、
人じ

ん

口こ
う

は
１
３
８
３
万ま

ん

人に
ん

か
ら
２
１
３
７
万ま

ん

人に
ん

と
１
．
５
倍ば

い

以い

上じ
ょ
う、

米こ
め

生せ
い

産さ
ん

は
９
７
８
万ま

ん

石ご
く

か
ら
１
９
４
１
万ま

ん

石ご
く

へ
と
ほ
ぼ
２

倍ば
い

。
普ふ

通つ
う

学が
っ

校こ
う

生せ
い

徒と

数す
う

は
３
万ま

ん

２
千せ

ん

余よ

人じ
ん

か
ら
７
６
万ま

ん

５
千せ

ん

余よ

人に
ん

へ
と
２
４
倍ば

い

ほ
ど
に
も
増ふ

え
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
高こ

う

度ど

成せ
い

長ち
ょ
うで
す
。

　
【
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

】
に
関か

ん

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
言げ

ん

及
き
ゅ
う

さ
れ
る
の
が
、
三さ

ん

・
一い

ち

運う
ん

動ど
う

で
す
が
、
こ
れ
は
１
９
１
９

年ね
ん

、
併へ

い

合ご
う

の
８
年ね

ん

後ご

に
起お

こ
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
以い

降こ
う

、

１
９
４
５
年ね

ん

の
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

ま
で
は
大だ

い

規き

模ぼ

な
抗こ

う

日に
ち

騒そ
う

動ど
う

は
起お

き
ま

せ
ん
で
し
た
。
三さ

ん

・
一い

ち

運う
ん

動ど
う

後ご

、
上し

ゃ
ん
は
い海
に
逃の

が

れ
た
活か

つ

動ど
う

家か

た

ち
が
「
大だ

い

韓か
ん

民み
ん

国こ
く

臨り
ん

時じ

政せ
い

府ふ

」
を
組そ

織し
き

し
ま
し
た
が
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

の
指し

導ど
う

と
財ざ

い

政せ
い

支し

援え
ん

に
頼た

よ

り
な
が
ら
、
内な

い

紛ふ
ん

を
続つ

づ

け
る
だ

け
で
、
こ
れ
と
い
う
活か

つ

動ど
う

実じ
っ

績せ
き

は
残の

こ

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

に
住す

む
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
同ど

う

様よ
う

の
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

を
与あ

た

え
ら
れ
て
お
り
、
昭

し
ょ
う

和わ

７
（
１
９
３
２
）
年ね

ん

に
は
木き

春は
る

琴こ
と

が
衆

し
ゅ
う

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん

に
当と

う

選せ
ん

し
て
い
ま
す
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

で
は
、

昭し
ょ
う

和わ

２
０
（
１
９
４
５
）
年ね

ん

に
衆

し
ゅ
う

院い
ん

選せ
ん

挙き
ょ

を
始は

じ

め
る
予よ

定て
い

で

し
た
。

　

以い

上じ
ょ
うの
よ
う
に
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

で
は
、
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
【
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

】
も
【
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

】
も
認み

と

め
ら
れ
ず
、
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

支し

配は
い

を
受う

け
た
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

と
は
到と

う

底て
い

言い

え
ま
せ
ん
。「
韓か

ん

国こ
く

併へ
い

合ご
う

」
と
い

う
呼こ

称し
ょ
うか
ら
も
読よ

み
取と

れ
る
よ
う
に
、
韓か

ん

国こ
く

が
大だ

い

日に
っ

本ぽ
ん

帝て
い

国こ
く

の
一い

ち

部ぶ

と
な
っ
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
が
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
を
併へ

い

合ご
う

し
て
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

を
作つ

く

っ
た
の
と
同お

な

じ
で
す
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
イ
ギ
リ
ス
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

と
は
誰だ

れ

も
言い

い
ま

せ
ん
。

　

同お
な

じ
よ
う
に
海か

い

外が
い

に
領

り
ょ
う

土ど

を
広ひ

ろ

げ
た
か
ら
、
す
ぐ
に
「
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

だ
」「
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

だ
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼は

る
の
は
、
学が

く

問も
ん

的て
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
た
し
な
め
る
よ
う
に
、
明め

い

成せ
い

で
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
本ほ

ん

質し
つ

的て
き

な
設せ

つ

問も
ん

を
設も

う

け
て
い
ま
す
。

【
列れ

っ

強き
ょ
うに
よ
る
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

政せ
い

策さ
く

の
比ひ

較か
く

】

　
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
統と

う

治ち

、
オ
ラ
ン
ダ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

統と
う

治ち

、
日に

本ほ
ん

の
台た

い

湾わ
ん

・
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

統と
う

治ち

な
ど
を
比ひ

較か
く

し
て
考か

ん
が
え
て

み
よ
う
。〔
明め

い

成せ
い

、
ｐ
１
２
７
〕

　

本ほ
ん

質し
つ

的て
き

な
質し

つ

問も
ん

な
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
統と

う

治ち

と
の

１
．
日に

本ほ
ん

は

　
　
「
遅お

く

れ
て
や
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　

帝て
い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

」！
？

比ひ

較か
く

も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

】

・
イ
ン
ド
政せ

い

庁ち
ょ
うは
毎ま

い

年と
し

、
イ
ギ
リ
ス
本ほ

ん

国ご
く

に
対た

い

し
て
莫ば

く

大だ
い

な

経け
い

費ひ

を
支し

払は
ら

っ
て
い
た
。
イ
ン
ド
は
「
イ
ギ
リ
ス
国こ

く

王お
う

の
王お

う

冠か
ん

に
は
め
込こ

ま
れ
た
最さ

い

大だ
い

の
宝ほ

う

石せ
き

」
と
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

さ
れ
た
。〔
Ｍ

ｅ
ｔ
ｃ
ａ
ｌ
ｆ
〕

・
イ
ギ
リ
ス
の
経け

い

済ざ
い

的て
き

搾さ
く

取し
ゅ

も
一い

ち

因い
ん

と
な
っ
て
、
大だ

い

飢き

饉き
ん

が

頻ひ
ん

発ぱ
つ

。
１
８
５
４
年ね

ん

か
ら
１
９
０
１
年ね

ん

の
間あ

い
だ
で
の
イ
ン
ド
国こ

く

内な
い

の
死し

亡ぼ
う

数す
う

は
、
２
千
８
８
２
万
５
０
０
０
人に

ん

に
上の

ぼ

る
と
い

う
推す

い

計け
い

が
あ
る
。〔
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ａ
〕

【
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

】

・
東ひ

が
し
イ
ン
ド
会が

い

社し
ゃ

に
よ
る
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

に
怒お

こ

っ
た
イ
ン
ド
兵へ

い

と
イ
ン

ド
民み

ん

衆し
ゅ
うに
よ
る
「
イ
ン
ド
大だ

い

反は
ん

乱ら
ん

」
が
１
８
５
７
年ね

ん

か
ら
２

年ね
ん

半は
ん

続つ
づ

い
た
。

　

こ
れ
ぞ
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

の
「
本ほ

ん

家け

」
の
実じ

っ

績せ
き

で
す
。
本ほ

ん

家け

の
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

と
、
日に

本ほ
ん

の
台た

い

湾わ
ん

、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

統と
う

治ち

は
似に

て
非ひ

な
る
も
の

で
す
。
両

り
ょ
う

者し
ゃ

は
海か

い

外が
い

へ
の
領

り
ょ
う

土ど

拡か
く

張ち
ょ
うと
い
う
外が

い

面め
ん

で
は
似に

て

い
ま
す
が
、「
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

」「
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

」
と
い
う
本ほ

ん

質し
つ

は
全ま

っ
た
く
異こ

と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本ほ
ん

家け

を
サ
メ
だ
と
し
た
ら
、
日に

本ほ
ん

は
イ
ル
カ
で
す
。
同お

な

じ

く
海う

み

を
泳お

よ

い
で
い
て
、
よ
く
似に

た
形か

た
ち
を
し
て
い
る
と
い
う
だ

け
で
、
同お

な

じ
類た

ぐ

い
と
決き

め
つ
け
る
の
は
、
素し

ろ

人う
と

判は
ん

断だ
ん

で
す
。

専せ
ん

門も
ん

の
生せ

い

物ぶ
つ

学が
く

者し
ゃ

な
ら
、
体か

ら
だ
の
構こ

う

造ぞ
う

、
進し

ん

化か

の
プ
ロ
セ
ス
を

よ
く
研け

ん

究き
ゅ
うし
た
上う

え

で
、
哺ほ

乳に
ゅ
う

類る
い

と
魚ぎ

ょ

類る
い

と
の
違ち

が

い
を
見み

分わ

け

て
欲ほ

し
い
も
の
で
す
。

　

東と
う

書し
ょ

は
、
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

の
形け

い

態た
い

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
形か

た
ち
が
あ

る
、
と
い
う
優す

ぐ

れ
た
記き

述じ
ゅ
つを
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

、
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

と
い
う
視し

点て
ん

で
見み

れ
ば
、
形け

い

態た
い

は
違ち

が

っ
て
も
、

本ほ
ん

質し
つ

は
同お

な

じ
事こ

と

が
分わ

か
り
ま
す
。

　
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

・
従

じ
ゅ
う

属ぞ
く

化か

の
形け

い

態た
い

は
、
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

が
直

ち
ょ
く

接せ
つ

に

あ
る
地ち

域い
き

を
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

と
し
て
領

り
ょ
う

有ゆ
う

す
る
場ば

合あ
い

や
、
保ほ

護ご

国こ
く

・

自じ

治ち

領り
ょ
うな
ど
の
か
た
ち
を
と
る
こ
と
が
多お

お

か
っ
た
。
ま
た
、

沿え
ん

岸が
ん

部ぶ

の
土と

地ち

を
租そ

借し
ゃ
くし
て
都と

市し

や
軍ぐ

ん

事じ

基き

地ち

を
建け

ん

設せ
つ

し
た

り
、
一い

っ

定て
い

地ち

域い
き

に
対た

い

し
て
鉄て

つ

道ど
う

敷ふ

設せ
つ

権け
ん

な
ど
の
利り

権け
ん

を
獲か

く

得と
く

す
る
場ば

合あ
い

な
ど
が
あ
っ
た
。〔
東と

う

書し
ょ

、
ｐ
７
４
〕

　

保ほ

護ご

国こ
く

の
分わ

か
り
や
す
い
例れ

い

は
、
併へ

い

合ご
う

前ま
え

の
李り

氏し

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

で

し
ょ
う
。
１
８
９
４
年ね

ん

に
は
重

じ
ゅ
う

税ぜ
い

、
汚お

職し
ょ
く、
生せ

い

活か
つ

苦く

に
怒お

こ

っ

た
農の

う

民み
ん

た
ち
の
大だ

い

規き

模ぼ

な
反は

ん

乱ら
ん

（
甲こ

う

午ご

農の
う

民み
ん

戦せ
ん

争そ
う

）
が
お

き
、
李り

氏し

宮き
ゅ
う

廷て
い

は
自じ

力り
き

で
鎮ち

ん

圧あ
つ

で
き
ず
に
清し

ん

国こ
く

に
派は

兵へ
い

を
要よ

う

請せ
い

し
て
い
ま
す
。
自じ

国こ
く

の
農の

う

民み
ん

の
生せ

い

活か
つ

も
支さ

さ

え
ら
れ
ず
、
反は

ん

乱ら
ん

が
起お

こ
る
と
外が

い

国こ
く

政せ
い

府ふ

に
鎮ち

ん

圧あ
つ

を
頼た

の

む
と
い
う
の
で
す
か

ら
、
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

、
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

と
も
資し

格か
く

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
す
。

　

金き
む

完わ
ん

燮そ
ぷ

と
い
う
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

青せ
い

年ね
ん

は
『
親し

ん

日に
ち

派は

の
た
め
の
弁べ

ん

明め
い

』
と
い
う
著ち

ょ

書し
ょ

の
中な

か

で
次つ

ぎ

の
よ
う
に
言い

っ
て
い
ま
す
。

　

私わ
た
し
た
ち
は
国く

に

を
奪う

ば

わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
日に

本ほ
ん

と
い
う
、

（
李り

朝ち
ょ
う

専せ
ん

制せ
い

政せ
い

治じ

よ
り
も
）
ま
し
な
統と

う

治ち

者し
ゃ

を
受う

け
入い

れ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明あ

き

ら
か
に
進し

ん

歩ぽ

で
あ
り
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

民み
ん

衆し
ゅ
うの

自し

然ぜ
ん

な
選せ

ん

択た
く

だ
っ
た
。〔
金き

む

完わ
ん

燮そ
ぷ

、
ｐ
６
３
〕

（W
ik

ip
ed

ia

、「
イ
ギ
リ

ス
領り

ょ
う
イ
ン
ド
帝て

い

国こ
く

」
よ
り
再さ

い

引い
ん

）
・C

h
a

n
d

ra

、B
ip

a
n

『
近き

ん

代だ
い

イ
ン
ド
の
歴れ

き

史し

』
粟あ

わ

屋や

利り

江え

訳や
く

、
山や

ま

川か
わ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

、

H
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（W
ikipedia

、「
イ

ギ
リ
ス
領り

ょ
う
イ
ン
ド
帝て

い

国こ
く

」
よ

り
再さ

い

引い
ん

）

・
各か

く

社し
ゃ

歴れ
き

史し

総そ
う

合ご
う

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

（
検け

ん

定て
い

済ず

み
見み

本ほ
ん

版ば
ん

、
ま
だ

市し

販は
ん

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）

（３） ２０２１（令和三）年第５８５６号 １１月		１３日		（土曜日）

　

収
し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

、
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

か
ら
見み

れ
ば
、
清し

ん

国こ
く

の
保ほ

護ご

国こ
く

で
い
る

よ
り
も
、
日に

本ほ
ん

の
一い

ち

部ぶ

に
な
る
方ほ

う

が
「
自し

然ぜ
ん

な
選せ

ん

択た
く

」
だ
っ

た
と
い
う
の
で
す
。
現げ

ん

代だ
い

の
保ほ

護ご

国こ
く

の
例れ

い

は
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

で
し
ょ

う
。
同お

な

じ
く
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
支し

配は
い

下か

な
が
ら
、
自じ

国こ
く

民み
ん

に
対た

い

す
る
収

し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

、
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

は
李り

氏し

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

を
上う

わ

回ま
わ

り
ま
す
。

　
「
自じ

治ち

領り
ょ
う」
と
は
現げ

ん

代だ
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
ウ
イ
グ
ル
を
考か

ん
が
え
れ
ば
良よ

い
で
し
ょ
う
。
新し

ん

疆き
ょ
う「
自じ

治ち

区く

」
と
呼よ

び
な
が
ら
、
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うと
呼よ

ば
れ
る
ウ
イ
グ
ル
民み

ん

衆し
ゅ
うを
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

に
入い

れ
、

強き
ょ
う

制せ
い

労ろ
う

働ど
う

に
つ
か
せ
る
。「
租そ

借し
ゃ
く・
利り

権け
ん

」
の
例れ

い

も
、
一い

っ

帯た
い

一い
ち

路ろ

で
途と

上じ
ょ
う

国こ
く

に
対た

い

し
て
膨ぼ

う

大だ
い

な
貸か

し
付つ

け
を
行

お
こ
な

っ
て
港こ

う

湾わ
ん

整せ
い

備び

を
行お

こ
な
い
、
返へ

ん

済さ
い

に
困こ

ま

る
と
そ
の
港み

な
と
を
租そ

借し
ゃ
くし
て
軍ぐ

ん

港こ
う

と
し
て
使つ

か

う
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に
見み

て
と
れ
ま
す
。

　

保ほ

護ご

国こ
く

、
自じ

治ち

領り
ょ
う、
土と

地ち

租そ

借し
ゃ
くな
ど
外が

い

見け
ん

は
様さ

ま

々ざ
ま

で
す
が
、

収し
ゅ
う

奪だ
つ

性せ
い

と
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

は
共

き
ょ
う

通つ
う

し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
現げ

ん

代だ
い

中
ち
ゅ
う

国ご
く

は
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

の
デ
パ
ー
ト
で
す
。（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

・M
etcalf

、B
arbara D

. 

他ほ
か

『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
版ば

ん

世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

史し_

イ
ン
ド
の
歴れ

き

史し

』
河こ

う

野の

肇は
じ
め

訳や
く

、
創そ

う

土ど

社し
ゃ

、H
1
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【
台
北
共
同
】
中
国
共
産

党
の
習
近
平
総
書
記
（
国
家

主
席
）
が
３
期
目
入
り
を
ほ

ぼ
確
実
に
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
台
湾
は
、
中
国
が
台
湾

統
一
を
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
に
載

せ
て
圧
力
を
強
化
す
る
恐
れ

が
高
い
と
し
て
警
戒
を
強
め

て
い
る
。
台
湾
の
蔡
英
文
政

権
は
民
主
主
義
な
ど
価
値
観

を
共
有
す
る
日
米
欧
な
ど
と

の
関
係
強
化
を
加
速
さ
せ
、

中
国
に
抵
抗
す
る
体
制
を
築

い
て
い
く
構
え
だ
。

　

蔡
総
統
は
先
月
１
０
日
の

演
説
で
「（
台
湾
と
中
国
は
）

互
い
に
隷
属
し
な
い
こ
と
を

堅
持
す
る
」
と
強
調
し
、
武

台
湾
、
統
一
圧
力
強
化
を
警
戒

日
米
欧
と
抵
抗
体
制
構
築
へ

４
．
台た

い

湾わ
ん

は
植し

ょ
く

民み
ん

地ち

だ
っ
た
の
か
？

５
．
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

は
植し

ょ
く

民み
ん

地ち

だ
っ
た
の
か
？

２
．
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

の
定て

い

義ぎ

と

        

判は
ん

定て
い

ポ
イ
ン
ト

３
．「
日に

本ほ
ん

は
、台た

い

湾わ
ん

、朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

な
ど
を

　
　
　

有ゆ
う

す
る
植し

ょ
く

民み
ん

地ち

帝て
い

国こ
く

と
な
っ
た
」

６
．
イ
ル
カ
と
サ
メ
を
区く

別べ
つ

す
る

　
　
の
が
本ほ

ん

当と
う

の
生せ

い

物ぶ
つ

学が
く

７
．
現げ

ん

代だ
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

は

        

帝て
い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

の
デ
パ
ー
ト

力
統
一
を
排
除
し
な
い
中
国

に
屈
し
な
い
決
意
を
表
明
し

た
。
一
方
、邱
国
正
国
防
部
長

（
国
防
相
）
は
同
６
日
「
中

国
は
２
０
２
５
年
に
台
湾
侵

攻
の
完
全
な
能
力
を
備
え
る
」

と
指
摘
。
中
国
と
の
軍
事
的

緊
張
は
「
こ
の
４
０
年
で
最

も
深
刻
だ
」
と
も
述
べ
、
防

衛
力
増
強
を
訴
え
た
。

　

中
国
は
昨
年
以
降
、
台
湾

の
防
空
識
別
圏
に
大
量
の
軍

用
機
を
進
入
さ
せ
、
周
辺
地

域
で
の
軍
事
演
習
も
頻
繁
に

実
施
す
る
な
ど
武
力
攻
撃
に

至
ら
な
い
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

作
戦
」
を
強
化
。
さ
ら
に
、

台
湾
世
論
の
動
揺
と
分
断
を

狙
っ
た
「
認
知
戦
」
も
活
発

化
さ
せ
て
い
る
。



異
例
公
表
、
中
国
も
念
頭

　
【
共
同
】
防
衛
省
は
１
２
日
、
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
い
な
づ
ま
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
軍
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ワ

ラ
マ
ン
ガ
に
対
し
、
四
国
南
方
で
１
０
〜
１
２
日
に
共
同
訓
練
を
し
た
際
、
安
全
保
障
関
連
法
に
基
づ
く
「
武
器

等
防
護
」
を
実
施
し
た
と
発
表
し
た
。
同
省
に
よ
る
と
、
米
軍
以
外
を
対
象
と
す
る
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。

安
保
法
任
務
、
米
か
ら
拡
大

豪軍に初の「武器等防護」努
力
の
効
用
、
認
識
に
世
代
差

生
ま
れ
た
家
で
人
生
決
ま
る
？

都
市
ボ
ラ
制
服
３
万
弱
余
り

東
京
五
輪
、
活
用
策
に
悩
み
も

　
【
関
口
康
雄
・
共
同
通
信

記
者
】
子
ど
も
は
親
を
選
べ

な
い
。
人
生
の
勝
ち
負
け
は

家
庭
環
境
で
決
ま
る
―
。
そ

ん
な
意
味
の
言
葉
「
親
ガ

チ
ャ
」
を
若
い
世
代
が
多
用

し
て
い
る
。
ガ
チ
ャ
と
は
「
何

が
出
る
か
分
か
ら
な
い
」
カ

プ
セ
ル
玩
具
の
販
売
機
や
、

ゲ
ー
ム
で
ア
イ
テ
ム
な
ど
を

入
手
す
る
際
の
「
何
を
ゲ
ッ

ト
で
き
る
か
は
運
任
せ
」
の

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。
全
て
は

運
命
で
、
自
分
で
は
選
べ
な

い
。
そ
う
し
た
若
者
た
ち
の

人
生
観
が
意
味
す
る
も
の
と

は
。

　
▽
論
議

　
「
家
が
貧
乏
。
親
ガ
チ
ャ
に

失
敗
し
た
」。
こ
ん
な
フ
レ
ー

ズ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な

ど
に
登
場
し
た
の
は
数
年
前
。

社
会
学
者
で
筑
波
大
教
授
の

土
井
隆
義
さ
ん
が
ネ
ッ
ト
上

の
論
考
で
改
め
て
紹
介
し
た

秋
以
降
、
会
員
制
交
流
サ

イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
、
そ
の

是
非
を
巡
る
論
議
が
巻
き
起

こ
っ
た
。

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
に
は
「
う

ま
い
た
と
え
」「
共
感
で
し

か
な
い
」
と
肯
定
の
声
が
投

稿
さ
れ
る
一
方
、「
親
に
失

礼
」「
境
遇
が
悪
い
な
ら
努

力
し
よ
う
」
と
の
批
判
も
多

く
見
受
け
ら
れ
た
。
テ
レ
ビ

の
情
報
番
組
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、司
会
者
や
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
か
ら
は
「
親
が
聞
い
た

ら
シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
意
見

も
出
さ
れ
た
。

　
▽
世
代

　
「
若
年
層
に
広
が
っ
て
い
る

あ
る
種
の
宿
命
観
、『
高
い

希
望
は
持
た
な
い
』
と
い
う

諦
め
の
気
持
ち
が
う
ま
く
表

現
さ
れ
て
い
る
言
葉
だ
と
思

う
。
た
だ
、
若
者
と
中
高
年

（４）２０２１（令和三）年 第５８５６号 １１月 １３日 （土曜日）

ト
ヨ
タ
、
国
内
生
産
正
常
化
へ

中
国
通
信
機
器
排
除
法
が
成
立

米
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
署
名

１
２
月
、
過
去
最
高
水
準
８
０
万
台

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
河

内
俊
英
】
日
本
、米
国
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
４
カ

国
に
よ
る
協
力
枠
組
み
「
ク

ア
ッ
ド
」
が
、
２
回
目
の
対

面
に
よ
る
首
脳
会
合
を
日
本

で
開
催
す
る
方
向
で
調
整
に

入
っ
た
こ
と
が
１
２
日
、
分

か
っ
た
。
複
数
の
関
係
国
筋

が
明
ら
か
に
し
た
。
日
本
政

府
が
非
公
式
に
３
カ
国
へ
打

診
。
早
け
れ
ば
来
年
春
に
実

施
さ
れ
る
見
通
し
で
、
覇
権

主
義
を
強
め
る
中
国
を
に
ら

み
、
経
済
安
全
保
障
の
協
力

を
進
め
る
。

　

４
カ
国
は
米
国
で
今
年
９

月
に
初
開
催
し
た
対
面
首

脳
会
合
で
定
例
化
に
合
意
し

た
。
米
中
対
立
が
激
化
す
る

中
、
岸
田
文
雄
首
相
が
３
カ

国
首
脳
を
招
待
し
て
主
催
す

る
こ
と
で
枠
組
み
を
強
化
し
、

日
本
の
存
在
感
を
示
す
狙
い

が
あ
る
。
バ
イ
デ
ン
米
大
統

領
が
日
本
で
４
カ
国
会
合
に

参
加
す
れ
ば
中
国
が
警
戒
感

の
受
け
止
め
方
に
世
代
差
が

あ
り
、
そ
れ
が
論
争
に
拍
車

を
掛
け
た
」。
こ
う
話
す
の

は
、
議
論
に
火
を
付
け
る
形

と
な
っ
た
土
井
さ
ん
だ
。

　
「
上
の
世
代
は
、
親
の
養

育
責
任
を
問
題
に
し
た
言

葉
の
よ
う
に
思
え
て
『
転
嫁

す
る
な
』
と
反
発
を
感
じ
が

ち
だ
け
れ
ど
、
若
い
世
代
は

親
の
責
任
を
追
及
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
学

費
を
親
に
出
し
て
も
ら
え
な

い
と
い
っ
た
話
を
す
る
時
に
、

相
手
に
心
理
的
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
に
オ
ブ
ラ
ー
ト
に

包
ん
だ
気
遣
い
の
表
現
で
も

あ
っ
た
」
と
読
み
解
く
。

　

さ
ら
に
「
親
ガ
チ
ャ
」
は
、

努
力
の
効
用
を
巡
る
世
代
間

の
認
識
の
違
い
も
浮
き
彫
り

に
し
た
と
言
う
。

　

今
の
中
高
年
は
、
日
本
の

経
済
成
長
が
続
く
右
肩
上
が

り
の
時
代
に
育
ち
、「
１
０
の

努
力
を
す
れ
ば
、
５
０
、６
０

の
リ
タ
ー
ン
が
あ
る
」
と
自

然
に
思
え
た
。
し
か
し
、
成

長
が
フ
ラ
ッ
ト
な
今
の
若
者

は
「
１
０
の
努
力
を
し
て
も
、

せ
い
ぜ
い
同
じ
ぐ
ら
い
の
リ

タ
ー
ン
し
か
見
込
め
な
い
」

と
思
う
。
だ
か
ら
、
上
の
世

代
に
「
人
生
は
努
力
次
第
で

何
と
で
も
な
る
」
と
言
わ
れ

て
も
、「
い
や
、
無
理
で
し
ょ

う
」
と
考
え
る
向
き
が
多
い

の
で
は
な
い
か
、
と
み
る
。

　
「
高
す
ぎ
る
夢
や
希
望
を

最
初
か
ら
持
た
な
け
れ
ば
、

実
現
し
な
く
て
も
不
満
や
落

た
１
１
自
治
体
へ
の
取
材
で

分
か
っ
た
。
大
会
延
期
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
辞

退
が
相
次
い
だ
た
め
だ
が
、

少
な
く
と
も
４
万
８
千
人
分

が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
税
金

込
ん
で
お
り
、
１
２
月
は

こ
の
水
準
に
は
届
か
な
い

と
み
ら
れ
る
。
ト
ヨ
タ
は
、

１
１
月
に
関
し
て
は
計
画
し

た
１
０
０
万
台
程
度
か
ら

１
０
万
〜
１
５
万
台
減
っ
た

と
説
明
し
て
い
た
が
、
１
２

月
は
従
来
計
画
の
台
数
を
明

ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

　

ト
ヨ
タ
は
東
南
ア
ジ
ア
の

コ
ロ
ナ
拡
大
を
主
因
に
部
品

が
不
足
し
、
９
月
を
中
心
に

大
幅
な
減
産
を
迫
ら
れ
た
。

９
月
の
世
界
生
産
は
前
年
同

月
比
で
３
９
％
減
、
国
内
生

産
は
５
５
％
減
に
沈
ん
だ
。

１
０
月
の
世
界
生
産
も
前
年

実
績
を
３
割
程
度
下
回
る
と

　
【
グ
ラ
ス
ゴ
ー
共
同
＝
服

部
慎
也
】
国
連
気
候
変
動
枠

組
み
条
約
第
２
６
回
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
６
）
の
文

書
草
案
が
１
２
日
更
新
さ
れ
、

　
【
共
同
】
政
府
が
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
の
「
世
界
の
記
憶
」
へ

の
推
薦
を
決
め
た
仏
教
聖

典
「
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺

三
大
蔵
」
を
収
蔵
す
る
増
上

寺
と
浄
土
宗
は
１
２
日
、
東

京
都
港
区
の
同
寺
で
記
者
会

見
し
、
計
約
１
万
２
千
点
か

ら
な
る
仏
教
聖
典
３
部
が
一

カ
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
が

「
世
界
的
に
ま
れ
」
と
価
値

を
説
明
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化

し
た
三
大
蔵
を
２
０
２
４
年

に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
る
こ
と

も
明
ら
か
に
し
た
。

　

三
大
蔵
は
大
蔵
経
と
い
う

仏
教
聖
典
の
う
ち
同
寺
に
あ

る
３
部
の
総
称
。
各
部
は

１
２
〜
１
３
世
紀
ご
ろ
に

中
国
や
朝
鮮
で
木
版
が
作
ら

れ
、
印
刷
さ
れ
た
冊
子
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
。
１
７
世
紀

に
徳
川
家
康
が
集
め
て
増
上

寺
に
寄
進
し
た
。
平
和
と
安

寧
へ
の
家
康
の
強
い
願
い
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い

う
。

人
権
侵
害
停
止

へ
企
業
も
責
任

北
京
五
輪
控
え
、
国
際
団
体

仏
教
聖
典
、
一

カ
所
に
１
万
点

世
界
の
記
憶
推
薦
「
三
大
蔵
」

で
購
入
し
て
お
り
、
多
く
の

自
治
体
が
活
用
方
法
に
頭
を

悩
ま
せ
る
。

　

競
技
が
行
わ
れ
た
１
１
自

治
体
は
大
会
組
織
委
員
会

が
関
わ
る
形
で
、
大
会
ス
ポ

を
強
め
る
の
は
必
至
だ
。

　

米
国
は
、
ク
ア
ッ
ド
を
イ

ン
ド
太
平
洋
政
策
の
基
盤

と
見
な
し
、
英
豪
と
の
安
全

保
障
枠
組
み
「
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ

（
オ
ー
カ
ス
）」
と
共
に
、
重

層
的
な
中
国
包
囲
網
を
構
築

す
る
。
ク
ア
ッ
ド
は
、
オ
ー

カ
ス
と
異
な
り
、
安
保
だ
け

で
な
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
も
主
要
テ
ー
マ
だ
。

　

ク
ア
ッ
ド
は
３
月
に
初
の

首
脳
会
合
を
テ
レ
ビ
会
議
方

ン
サ
ー
の
ア
シ
ッ
ク
ス
か
ら

購
入
。
内
容
に
よ
り
一
式
約

２
万
２
千
円
〜
約
４
万
円
と

幅
が
あ
る
が
、
調
達
費
用
は

全
体
で
１
７
億
円
超
に
上
っ

た
。

　

東
京
都
で
は
原
則
１

人
１
足
の
シ
ュ
ー
ズ
が
約

２
万
１
千
足
残
っ
た
。「
余
っ

た
人
数
分
と
み
て
よ
い
」
と

し
て
お
り
、
最
多
の
残
数
に

な
っ
た
。
埼
玉
県
は
約
２
千

人
分
、
千
葉
県
は
少
な
く
と

も
約
１
２
０
０
人
分
、
宮

城
県
で
約
千
人
分
、
福
島
県

で
約
８
０
０
人
分
な
ど
と
続

く
。
福
島
は
一
部
を
追
加
配

布
し
た
が
、
民
間
倉
庫
に
保

管
し
て
お
り
、
月
に
数
万
円

の
費
用
も
か
か
る
。

　

大
半
の
自
治
体
は
活
用
方

法
を
模
索
す
る
が
、
大
会
エ

ン
ブ
レ
ム
付
き
の
グ
ッ
ズ
は

取
り
扱
い
ル
ー
ル
が
難
し
く
、

組
織
委
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

示
す
よ
う
求
め
る
声
も
。
宮

城
県
の
担
当
者
は
「
多
大
な

費
用
と
労
力
を
か
け
た
。
組

織
委
も
積
極
的
に
協
力
し
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。

　

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
（
横

浜
市
）
近
く
の
ビ
ル
の
一

室
。
市
担
当
部
署
の
執
務
室

に
は
１
０
月
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
し
ま
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱
が

山
積
み
に
さ
れ
て
い
た
。
約

２
７
０
０
人
を
採
用
し
、
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
や
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
一

式
を
人
数
分
購
入
し
た
が
約

５
０
０
人
分
が
余
っ
た
。
倉

田
力
担
当
課
長
は
「
公
費
で

購
入
し
た
の
で
無
駄
の
な
い

よ
う
活
用
策
を
考
え
た
い
」。

　

１
４
５
人
分
が
余
っ
た
札

幌
市
は
既
に
、
海
外
の
ゴ
ー

ル
ボ
ー
ル
選
手
と
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
し
た
視
覚
支
援
学

校
な
ど
に
約
１
０
０
着
を
寄

付
。
五
輪
関
連
事
業
で
使
う

予
定
だ
。
一
方
、
組
織
委
は

　
【
共
同
】
国
際
人
権
団
体

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ウ
オ
ッ

チ
（
Ｈ
Ｒ
Ｗ
）
は
１
２
日
、

来
年
２
月
の
北
京
冬
季
五
輪

に
絡
み
、
中
国
政
府
に
よ
る

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の

人
権
侵
害
や
香
港
の
民
主
派

弾
圧
な
ど
を
や
め
さ
せ
る
た

め
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
も
責
任
を
果
た
す

べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　

Ｈ
Ｒ
Ｗ
は
中
国
の
人
権
状

況
は
悪
化
し
続
け
て
い
る
と

指
摘
。
そ
の
上
で
、
企
業
が

一
層
の
人
権
重
視
の
姿
勢
を

取
る
よ
う
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
迫
る
ほ

か
、
中
国
当
局
に
人
権
保
護

や
報
道
の
自
由
を
確
保
す
る

よ
う
求
め
る
べ
き
だ
と
し
た
。

　

ま
た
、
中
国
で
の
事
業
活

動
が
強
制
労
働
な
ど
人
権
抑

圧
に
関
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を

保
証
す
る
ほ
か
、
中
国
で
拘

束
中
の
人
権
活
動
家
の
釈
放

や
自
治
区
で
の
国
連
に
よ
る

独
立
調
査
を
支
持
す
る
よ
う

求
め
た
。

　

Ｈ
Ｒ
Ｗ
幹
部
は
１
２
日
の

オ
ン
ラ
イ
ン
記
者
会
見
で
、

企
業
や
そ
の
株
主
は
事
業
へ

の
影
響
を
恐
れ
、
中
国
で
の

人
権
問
題
を
巡
る
対
応
に
消

極
的
だ
と
強
調
し
た
。
Ｉ
Ｏ

Ｃ
の
最
上
位
ス
ポ
ン
サ
ー
に

は
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の
日

系
３
社
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

北
京
冬
季
五
輪
を
巡
っ
て

は
、
欧
米
で
人
権
問
題
を
理

由
に
外
交
使
節
団
派
遣
を
禁

じ
る
「
外
交
ボ
イ
コ
ッ
ト
」

を
求
め
る
声
が
広
が
り
、
中

国
は
反
発
し
て
い
る
。

な
連
携
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
を
示
す
。
公
表
は
総
合
判

断
で
決
め
た
」
と
説
明
し
て

い
る
。
警
護
に
当
た
っ
て
の

具
体
的
な
行
動
内
容
は
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。

　

日
豪
両
政
府
は
昨
年
１
０

月
の
防
衛
相
会
談
で
、
武

器
等
防
護
の
調
整
開
始
で
合

意
。
今
年
６
月
の
外
務
・
防

衛
閣
僚
協
議
（
２
プ
ラ
ス
２
）

で
は
、
実
施
に
向
け
準
備
が

整
っ
た
と
し
て
、
対
象
国
に

加
え
る
と
申
し
合
わ
せ
た
。

　

米
軍
へ
の
武
器
等
防
護
は

１
７
年
５
月
が
初
め
て
。
実

施
件
数
は
１
７
年
２
件
、
１ 

８
年
１
６
件
、
１
９
年
１
４

件
、２
０
年
は
２
５
件
に
上
っ

た
。
政
府
は
、
情
報
開
示
を

約
束
し
て
き
た
が
、
公
表
内

容
は
年
間
の
件
数
だ
け
だ
っ

た
。

ク
ア
ッ
ド
、
日
本
開
催
調
整

２
回
目
対
面
、
来
春
に
も

　

武
器
等
防
護
は
平
時
か
ら

他
国
の
艦
艇
や
航
空
機
を
守

る
活
動
で
、
２
０
１
６
年
の

安
保
法
施
行
で
自
衛
隊
の
任

務
に
加
わ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
個

別
の
実
施
例
の
公
表
は
な
く

異
例
の
対
応
。
日
豪
両
政
府

は
中
国
の
台
頭
を
意
識
し
、

防
衛
協
力
を
強
化
し
て
い
る
。

日
本
側
に
は
米
軍
だ
け
で
な

く
、「
準
同
盟
国
」
と
位
置

付
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

も
連
携
の
幅
を
広
げ
た
こ
と

を
示
し
、
対
中
け
ん
制
と
す

る
狙
い
が
あ
る
。

　

武
器
等
防
護
の
対
象
国
は

今
後
も
広
が
る
可
能
性
が
あ

る
。
安
保
法
は
賛
否
が
分
か

れ
る
中
、
成
立
し
た
経
緯
が

あ
り
、
自
衛
隊
が
他
国
と
一

体
化
を
深
め
、
武
力
衝
突
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
懸
念

す
る
指
摘
も
出
そ
う
だ
。

　

防
衛
省
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
は
特
別
な
戦
略
的
パ
ー

ト
ナ
ー
。
警
護
の
実
施
は
相

互
運
用
性
が
向
上
し
、
緊
密

石
炭
火
力
「
廃
止
」
方
針
維
持

表
現
弱
め
、
採
択
目
指
す

ＣＯＰ２６

　
【
共
同
】
ハ
ッ
カ
、
ユ
ズ
、

小
国
杉
の
精
油
製
品
を
手
に
す
る
小
国

町
森
林
組
合
の
入
交
律
歌
さ
ん
＝
９
月
、

熊
本
県
小
国
町
（
共
同
）

い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　

１
２
月
の
生
産
内
訳
は
国

内
が
３
０
万
台
程
度
、
海
外

が
５
０
万
台
程
度
。
一
方
、

２
０
２
１
年
度
の
世
界
生
産

見
通
し
は
９
０
０
万
台
を
維

持
し
た
。
ト
ヨ
タ
は
「
今
後

も
部
品
不
足
に
対
す
る
あ
ら

ゆ
る
対
策
を
図
り
、
車
を
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
尽
力
す
る
」

と
し
て
い
る
。

　

１
１
月
は
単
月
と
し
て

過
去
最
高
水
準
の
８
５
万

〜
９
０
万
台
の
生
産
を
見

　
【
共
同
】
ト
ヨ
タ
自
動
車

は
１
２
日
、
１
２
月
の
生
産

計
画
を
発
表
し
、
７
カ
月
ぶ

り
に
国
内
の
全
１
４
工
場
２ 

８
ラ
イ
ン
が
通
常
稼
働
し
正

常
化
す
る
と
の
見
通
し
を
示

し
た
。
世
界
生
産
台
数
は
約

７
６
万
台
だ
っ
た
前
年
実
績

を
上
回
る
８
０
万
台
程
度
と

し
、
１
２
月
と
し
て
は
過
去

最
高
水
準
と
な
り
そ
う
だ
。

東
南
ア
ジ
ア
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
流
行
に
よ
る
部
品

調
達
難
が
改
善
に
向
か
っ
て

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
バ

イ
デ
ン
米
大
統
領
は
１
１

日
、
米
国
の
安
全
保
障
へ
の

脅
威
と
見
な
し
た
通
信
機
器

に
対
し
、
国
内
使
用
に
必
要

な
新
た
な
認
証
を
与
え
な
い

よ
う
に
す
る
法
案
に
署
名
し

た
。
同
法
は
成
立
し
、
中
国

通
信
機
器
大
手
の
華
為
技
術

（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
な
ど
の
製

品
が
排
除
対
象
と
な
る
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
は
９
日
、
大

統
領
令
に
よ
っ
て
米
国
か
ら

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
な
ど
の
中
国
企

業
へ
の
投
資
を
禁
じ
る
措
置

を
１
年
間
延
長
す
る
と
公
表

し
た
ば
か
り
。
今
回
の
中
国

通
信
機
器
排
除
法
案
へ
の
署

名
で
、
中
国
へ
の
強
硬
姿
勢

を
改
め
て
鮮
明
に
し
た
。

　

認
証
の
付
与
は
米
連
邦
通

信
委
員
会
（
Ｆ
Ｃ
Ｃ
）
が
担

う
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
６
月
、フ
ァ
ー

ウ
ェ
イ
や
中
興
通
訊
（
Ｚ
Ｔ

Ｅ
）
な
ど
安
全
保
障
上
の
脅

威
と
見
な
し
た
中
国
企
業
５

社
の
製
品
を
認
証
し
な
い
方

針
を
発
表
し
て
い
た
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
と
中
国
の
習

近
平
国
家
主
席
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
会
談
を
来
週
開

く
見
通
し
。
中
国
側
が
、
米

国
の
一
連
の
措
置
に
反
発
す

る
可
能
性
も
あ
る
。

見
込
ま
れ
る
。
一
連
の
減
産

で
国
内
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
九

州
の
宮
田
工
場
（
福
岡
県
宮

若
市
）
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
東

日
本
の
岩
手
工
場
（
岩
手
県

金
ケ
崎
町
）
な
ど
１
４
カ
所

全
て
の
完
成
車
工
場
が
生
産

調
整
の
対
象
に
な
っ
た
。

　

ト
ヨ
タ
は
大
幅
減
産
か
ら

の
挽
回
の
た
め
１
１
月
以
降

に
高
水
準
の
生
産
を
続
け
る

構
え
だ
。

胆
は
小
さ
く
て
済
む
。『
親
ガ

チ
ャ
』
に
は
、
こ
う
し
た
若

者
の
諦
め
の
気
持
ち
も
込
め

ら
れ
て
い
る
ん
で
す
」

　
▽
虐
待

　

世
代
論
と
は
別
の
視
点
も

あ
る
。

　

子
ど
も
の
虐
待
問
題
の
取

材
な
ど
を
通
じ
、
さ
ま
ざ
ま

な
家
族
の
か
た
ち
を
模
索
し

て
い
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ

イ
タ
ー
の
大
塚
玲
子
さ
ん
は

「
自
身
を
傷
つ
け
て
く
る
親

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
中
に

は
、『
親
ガ
チ
ャ
』
と
い
う
言

葉
で
救
わ
れ
る
人
も
い
る
と

思
う
」
と
語
る
。

　
「
親
に
虐
待
さ
れ
な
が
ら
も

親
を
責
め
ず
、『
自
分
の
せ
い

だ
』と
思
う
子
は
多
い
。
で
も

『
た
ま
た
ま
そ
の
家
に
生
ま

れ
て
き
た
だ
け
で
、
あ
な
た

の
せ
い
で
は
絶
対
に
な
い
よ
』

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
た
っ
た

４
文
字
で
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
」

　

親
子
の
関
係
に
、
ゲ
ー
ム

用
語
で
も
あ
る
「
ガ
チ
ャ
」

と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
へ

の
批
判
も
一
部
に
あ
る
。
で

も
大
塚
さ
ん
は
言
う
。「
だ

　
【
共
同
】
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
道
案
内
を

担
う
は
ず
だ
っ
た
都
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
約

２
万
８
千
人
分
が
余
っ
て
い

た
こ
と
が
１
２
日
、
募
集
し

か
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。
軽
い
言
葉
だ
か
ら
こ

そ
、
重
た
い
現
実
を
伝
え
る

こ
と
も
で
き
る
。
私
は
そ
う

思
い
ま
す
」

「
各
自
治
体
と
ア
シ
ッ
ク
ス

で
売
買
契
約
が
な
さ
れ
、
そ

の
取
り
扱
い
も
各
募
集
主
体

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」
と

コ
メ
ン
ト
す
る
。

　
「
選
手
活
躍
の
裏
側
に
隠

さ
れ
た
負
の
レ
ガ
シ
ー
（
遺

産
）
だ
」
と
話
す
の
は
、
宇

都
宮
大
の
中
村
祐
司
教
授

（
ス
ポ
ー
ツ
行
政
学
）。
大
会

マ
ス
コ
ッ
ト
が
、
全
国
の
小
学

生
に
よ
る
投
票
で
決
ま
っ
た

経
緯
に
触
れ
「
手
間
が
か
か
っ

て
も
透
明
性
が
大
事
。
使
い

道
を
公
募
す
る
な
ど
、
い
ろ

ん
な
形
で
知
恵
を
絞
っ
た
ら

ど
う
か
」
と
注
文
を
付
け
た
。

「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い

石
炭
火
力
と
、
化
石
燃
料
へ

の
非
効
率
な
補
助
金
の
段
階

的
廃
止
を
加
速
す
る
こ
と
」

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
前
回
の

草
案
に
続
き
、
廃
止
の
方
針

は
維
持
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
６
は
最

終
日
を
迎
え
、
文
書
採
択
を

目
指
し
て
各
国
と
調
整
を
進

め
る
。

　

議
長
国
の
英
国
は
、
段
階

的
廃
止
の
対
象
を
「
排
出
削

減
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な

い
」
も
の
と
表
現
を
弱
め
、

日
本
な
ど
石
炭
火
力
を
使
う

国
の
理
解
を
得
た
い
考
え
。

た
だ
化
石
燃
料
へ
の
補
助
金

廃
止
な
ど
に
つ
い
て
は
各
国

で
意
見
の
隔
た
り
が
残
る
。

各
国
が
こ
の
ま
ま
合
意
す
る

か
ど
う
か
は
不
透
明
だ
。

　

文
書
草
案
で
は
、
化
石
燃

料
へ
の
補
助
金
に
関
し
て
「
非

効
率
な
」
と
の
表
現
が
追
加

さ
れ
た
。
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら

は
「『
非
効
率
な
』
と
い
っ
た

言
葉
は
先
進
国
で
長
年
使
わ

れ
て
き
た
が
、
補
助
金
の
廃

止
に
は
何
の
進
展
も
な
か
っ

た
。
骨
抜
き
だ
」
と
批
判
の

声
が
上
が
っ
た
。

　

文
書
草
案
で
は
、
前
回
の

草
案
に
続
き
「
気
温
上
昇
を

１
・
５
度
に
抑
え
る
努
力
を

追
求
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
」

と
も
記
載
さ
れ
た
。

　

２
０
３
０
年
の
排
出
削
減

目
標
を
巡
っ
て
は
「
パ
リ
協

定
の
目
標
に
合
致
す
る
よ
う

に
必
要
に
応
じ
て
、
２
２
年

末
ま
で
に
再
検
討
し
、
強
化

す
る
こ
と
を
要
請
す
る
」
と

し
た
。
た
だ
「
各
国
の
異
な

る
状
況
を
考
慮
す
る
」
と
の

文
言
も
加
え
ら
れ
た
。

　

ま
た
先
進
国
か
ら
発
展
途

上
国
へ
の
資
金
支
援
に
つ
い

て
、
２
０
年
ま
で
に
年
間
１ 

千
億
ド
ル
（
約
１
１
兆
４ 

千
億
円
）
に
す
る
目
標
が
達

成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
「
深

く
反
省
す
る
」
と
明
記
。
先

進
国
に
は
目
標
を
実
現
す
る

よ
う
求
め
た
。
文
書
採
択
に

向
け
、
途
上
国
の
理
解
を
得

よ
う
と
す
る
狙
い
が
う
か
が

式
で
実
施
し
た
。
９
月
下
旬

に
、
バ
イ
デ
ン
氏
主
導
で
対

面
首
脳
会
合
を
ワ
シ
ン
ト
ン

で
初
め
て
開
き
、
菅
義
偉
首

相
（
当
時
）
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
モ
リ
ソ
ン
首
相
、
イ

ン
ド
の
モ
デ
ィ
首
相
が
参
加

し
た
。

　

共
同
声
明

で
「
自
由
で

開
か
れ
た
イ

ン
ド
太
平
洋
」

の
安
全
と
繁

栄
を
強
化
す

る
と
表
明
。

中
国
の
名
指

し
は
避
け
つ
つ

「
法
の
支
配
、

航
行
の
自
由
、

紛
争
の
平
和

的
解
決
、
民

主
的
価
値
を

支
持
す
る
」

と
け
ん
制
し
、

４
カ
国
の
首

脳
、
外
相
会

合
を
毎
年
開

精
油
で
癒
や

し
、
産
地
続
々

在
宅
ニ
ー
ズ
、
農
林
振
興
も

　

浄
土
宗
の
川
中
光
教
宗
務

総
長
は
「
世
界
の
人
に
読
ん

で
い
た
だ
き
、
仏
教
研
究
も

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
ウ
ェ

ブ
配
信
の
準
備
を
進
め
て
き

た
。（
推
薦
決
定
は
）
こ
の
事

業
の
弾
み
に
な
る
」
と
喜
ん

だ
。

　

政
府
は
１
０
日
、
三
大
蔵

と
、
大
津
市
の
園
城
寺
な
ど

が
所
蔵
す
る
「
智
証
大
師
円

珍
関
係
文
書
典
籍
」
を
世

界
の
記
憶
に
推
薦
す
る
と
決

定
。
２
３
年
に
登
録
可
否
が

決
ま
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

る
。

ヒ
ノ
キ
に
ク
ロ
モ
ジ
。
草
木

や
花
、
果
皮
か
ら
抽
出
す
る

精
油
の
製
造
に
全
国
の
産
地

が
乗
り
出
し
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
在

宅
時
間
が
長
く
な
り
、
気
分

転
換
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
た
め

に
求
め
る
人
も
多
い
。
多
彩

な
香
り
は
農
村
振
興
に
生
か

せ
る
可
能
性
を
秘
め
、
輸
出

に
乗
り
出
す
事
業
者
も
現
れ

た
。

　
「
か
ん
き
つ
を
思
わ
せ
る
さ

わ
や
か
な
香
り
が
特
徴
で
す
。

小
国
杉
に
親
し
む
き
っ
か
け

に
な
っ
て
ほ
し
い
」。
熊
本
県
・

阿
蘇
地
域
の
小
国
町
森
林
組

合
で
販
売
を
担
当
す
る
入
交

律
歌
（
い
り
ま
じ
り
・
り
か
）

さ
ん
が
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

小
国
杉
は
良
質
な
ブ
ラ
ン

ド
木
材
と
し
て
知
ら
れ
る
。

伐
採
時
に
出
た
枝
葉
が
精
油

の
原
料
。
１
０
キ
ロ
を
釡
で

蒸
留
し
て
香
り
成
分
を
抽
出

す
る
と
、
３
５
〜
５
０
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
の
精
油
が
得
ら
れ

る
。
２
０
１
６
年
に
販
売
を

始
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
や
宿
泊
施
設
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
用
品
に
も
採
用
さ
れ

て
い
る
。

　

精
油
は
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

で
使
わ
れ
る
ほ
か
、
化
粧

品
や
洗
剤
の
原
料
に
も
な

る
。
日
本
ア
ロ
マ
環
境
協
会

（
東
京
）
の
調
べ
で
は
、
精

油
配
合
品
を
含
む
ア
ロ
マ
市

場
の
規
模
は
、
１
８
年
に

３
５
６
４
億
円
で
、
前
回
調

査
し
た
１
５
年
か
ら
７
％
増

加
。
協
会
の
熊
谷
千
津
（
く

ま
が
い・
ち
づ
）理
事
長
は「
コ

ロ
ナ
下
で
香
り
に
癒
や
し
を

求
め
る
人
は
ま
す
ま
す
増
え

て
い
る
」
と
話
す
。

　

農
産
物
を
加
工
・
販
売
す

る
愛
媛
県
西
予
市
の
「
地
域

法
人　

無
茶
々
園
」
は
、
か

ん
き
つ
の
精
油
を
使
っ
た
コ
ス

メ
ブ
ラ
ン
ド
「
ｙ
ａ
ｅ
ｔ
ｏ

ｃ
ｏ
」
を
１
２
年
か
ら
展
開

し
、
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
や
化

粧
水
を
そ
ろ
え
る
。
収
穫
し

た
甘
夏
や
イ
ヨ
カ
ン
の
果
汁

は
飲
食
用
に
回
し
、
残
っ
た

果
皮
が
原
料
。
担
当
者
は「
畑

で
と
れ
た
も
の
は
余
す
こ
と

な
く
使
い
、
地
域
に
還
元
し

た
い
」
と
話
す
。

　

岡
山
産
ヒ
ノ
キ
か
ら
精
油

を
抽
出
す
る
ヒ
ノ
キ
ラ
ボ（
岡

山
市
）
は
世
界
に
目
を
向
け

る
。
白
が
基
調
の
シ
ン
プ
ル

な
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
米
国

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
手
掛
け
、

１
９
年
に
香
港
で
売
り
始
め

た
。
近
藤
徳
子
（
の
り
こ
）

社
長
は
「
高
い
品
質
が
評
価

さ
れ
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
る
。

取
り
扱
う
国
を
さ
ら
に
増
や

し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

大
阪
府
豊
中
市
の
「
か
お

り
と
」
は
国
産
精
油
の
専
門

店
だ
。
青
森
の
ヒ
バ
や
徳
島

の
ユ
ズ
と
い
っ
た
精
油
を
オ
ン

ラ
イ
ン
や
デ
パ
ー
ト
で
販
売

す
る
。
原
料
の
農
林
産
物
を

仕
入
れ
て
製
品
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
各
地
か
ら

「
特
産
品
を
商
品
化
で
き
な

い
か
」
と
の
相
談
も
増
え
て

い
る
と
い
う
。

　

日
本
で
流
通
し
て
い
る
精

油
は
ま
だ
輸
入
品
が
中
心
。

か
お
り
と
の
古
山
順
子
代
表

は
国
内
各
地
に
赴
き
原
料
の

生
育
環
境
を
確
認
し
て
お
り
、

「
国
産
品
は
生
産
者
が
分
か

る
こ
と
が
安
心
材
料
の
一
つ
。

成
分
を
公
表
し
て
品
質
を
証

明
す
る
努
力
も
必
要
だ
」
と

話
し
た
。

え
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
６
は
１
０
月

３
１
日
に
開
幕
し
た
。

く
方
針
で
一
致
し
た
。
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【
共
同
】
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
本
庶
佑
京
都
大
特
別
教
授
が
、
が

ん
免
疫
治
療
薬
「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」
の
特
許
使
用
料
２
６
２
億
円
の
支
払
い
を
、
共
同
で

特
許
を
出
願
し
た
製
造
元
の
小
野
薬
品
工
業
（
大
阪
市
）
に
求
め
た
訴
訟
は
１
２
日
、

大
阪
地
裁
（
谷
有
恒
裁
判
長
）
で
和
解
が
成
立
し
た
。
小
野
薬
品
に
よ
る
と
、
本
庶
氏

に
解
決
金
な
ど
と
し
て
５
０
億
円
を
支
払
い
、
京
都
大
に
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
収
益
の
一
部

２
３
０
億
円
を
寄
付
し
て
「
小
野
薬
品
・
本
庶　

記
念
研
究
基
金
」
を
設
立
す
る
。

オプジーボ訴訟で和解成立
本
庶
氏
に
解
決
金
50
億
円

京
大
に
230
億
円
寄
付日

本
で
外
貨
獲
得
か

警
察「
ス
パ
イ
事
件
」認
定

を
発
表
。
大
阪
市
内
で
会
見

し
た
同
社
の
相
良
暁
社
長
は

「
全
面
解
決
で
き
、
心
か
ら

喜
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
こ

と
は
水
に
流
す
」
と
説
明
し

た
。

　

小
野
薬
品
か
ら
の
寄
付
を

受
け
て
設
立
さ
れ
る
基
金
は

本
庶
氏
の
意
向
を
受
け
、
研

究
資
金
の
助
成
に
使
わ
れ
る
。

京
都
大
は
「
優
秀
な
若
手
研

究
者
の
育
成
、
支
援
に
努
め

る
」
と
発
表
し
た
。

　

訴
状
な
ど
に
よ
る
と
、
本

庶
氏
と
小
野
薬
品
は
共
同
で

特
許
を
出
願
し
特
許
使
用
料

の
配
分
割
合
に
関
す
る
契
約

を
２
０
０
６
年
に
締
結
。
本

庶
氏
は
１
１
年
に
「
不
当
に

低
い
割
合
で
契
約
さ
せ
ら
れ

契
約
は
無
効
」
と
上
乗
せ
を

要
請
し
た
。
１
４
年
に
相
良

社
長
か
ら
「
オ
プ
ジ
ー
ボ
の

で
納
得
で
き
る
内
容
の
解
決

に
至
る
こ
と
が
で
き
た
。
企

業
か
ら
還
流
さ
れ
る
資
金
で

基
礎
研
究
を
支
援
し
た
い
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

　

小
野
薬
品
は
和
解
し
た
経

緯
に
関
し
「
オ
プ
ジ
ー
ボ
開

発
の
貢
献
を
高
く
評
価
す
る

と
と
も
に
産
学
連
携
の
新
た

な
形
を
示
し
た
」
と
の
談
話

　

米
製
薬
大
手
メ
ル
ク
な
ど

か
ら
小
野
薬
品
に
入
る
特
許

料
の
本
庶
氏
に
対
す
る
配
分

割
合
が
争
点
だ
っ
た
。
小
野

薬
品
側
が
明
ら
か
に
し
た
和

解
条
項
に
よ
る
と
、
配
分
割

合
は
当
初
の
契
約
通
り
１
％

以
下
と
す
る
。

　

本
庶
氏
は
代
理
人
弁
護
士

を
通
じ
て
「
裁
判
所
の
調
整

３
分
割
、23
年
度
に
上
場

脱
総
合
電
機
、異
例
の
再
編

子
力
や
火
力
発
電
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
公
共
イ
ン
フ

ラ
、
官
公
庁
や
民
間
企
業
向

け
Ｉ
Ｔ
な
ど
を
手
掛
け
る
。「
デ

バ
イ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
」
は
電
力

の
制
御
な
ど
に
用
い
る
パ
ワ
ー

半
導
体
や
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

向
け
大
容
量
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

ド
ラ
イ
ブ
、
半
導
体
製
造
装
置

な
ど
を
事
業
領
域
と
す
る
。
２

社
を
切
り
出
し
た
後
の
東
芝
は

キ
オ
ク
シ
ア
と
東
芝
テ
ッ
ク
の

株
を
保
有
す
る
。
キ
オ
ク
シ
ア

株
は
売
却
を
進
め
、
全
額
を

株
主
還
元
に
充
て
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
事
業
は
受
注
生

産
が
多
く
、
長
期
的
な
視
点

も
求
め
ら
れ
る
。
デ
バ
イ
ス
事

業
は
大
量
、
多
品
種
で
需
要

を
先
取
り
し
た
生
産
を
し
つ
つ

短
期
間
で
新
製
品
を
次
々
開

発
す
る
必
要
が
あ
る
。
事
業

特
性
の
違
い
に
応
じ
た
専
門
的

な
経
営
を
目
指
す
。

　

現
在
の
東
芝
の
株
主
は
イ
ン

フ
ラ
社
と
デ
バ
イ
ス
社
の
株
式

を
受
け
取
れ
、
東
芝
を
含
ん

だ
３
社
の
株
主
に
な
る
。

　

東
芝
の
綱
川
智
社
長
は
１

２
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
記
者

会
見
し
、会
社
３
分
割
は
「
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
が
新
し
い
企

特
許
権
侵
害
を
巡
る
メ
ル
ク

と
の
訴
訟
に
協
力
す
れ
ば
同

社
か
ら
支
払
わ
れ
る
特
許
使

用
料
の
４
０
％
を
配
分
す
る
」

と
提
案
さ
れ
、
協
力
し
て
和

解
が
成
立
し
た
の
に
支
払
わ

れ
た
の
は
１
％
だ
け
だ
っ
た

と
訴
え
て
い
た
。

　

今
年
９
月
２
日
に
は
本
庶

て
指
示
し
て
い
た
。
韓
国
人

元
工
作
員
の
手
記
を
基
に
し

た
映
画
「
工
作　

黒
金
星
（
ブ

ラ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）
と
呼

ば
れ
た
男
」
に
登
場
す
る
北

朝
鮮
高
官
の
対
外
経
済
委
員

会
所
長
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
。

　

韓
国
籍
の
６
０
代
男
と
７

０
代
女
は
２
０
１
６
年
末
、

東
京
都
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
一
室

に
韓
国
製
栄
養
ド
リ
ン
ク
の

輸
入
や
販
売
を
目
的
と
す
る

貿
易
会
社
を
設
立
。
在
留
資

格
外
の
会
社
経
営
に
加
え
、

不
正
取
得
し
た
書
類
で
入
国

し
た
な
ど
と
し
て
、
警
視
庁

公
安
部
が
昨
年
１
０
、
１
１

月
に
逮
捕
し
た
。

　

押
収
資
料
を
分
析
し
た
結

果
、
男
女
が
同
社
な
ど
を
通

じ
て
北
朝
鮮
と
の
海
産
物
取

引
や
、
ロ
シ
ア
極
東
の
北
朝
鮮

業
風
土
で
成
長
す
る
チ
ャ
ン

ス
。
企
業
価
値
を
最
大
化
で

き
る
最
善
の
道
だ
」
と
説
明

し
た
。
２
社
が
手
掛
け
る
事

業
は
今
後
見
直
す
考
え
も
示

し
た
。

　

分
割
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
規
模
は
小
さ
く
な
る
。

原
子
力
や
半
導
体
と
い
っ
た
経

済
安
全
保
障
上
、
重
要
な
技

術
を
維
持
し
て
い
け
る
か
ど
う

か
が
焦
点
と
な
る
。
東
芝
の

技
術
力
を
横
断
的
に
支
え
て

き
た
基
礎
研
究
の
継
承
も
課

題
だ
。

　

複
合
企
業
の
分
割
は
世
界

の
潮
流
に
な
る
兆
し
が
あ
る
。

米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ

ク
（
Ｇ
Ｅ
）
も
今
月
、
航
空

機
エ
ン
ジ
ン
、
医
療
機
器
、

電
力
の
３
社
に
分
割
す
る
計

画
を
公
表
し
た
。
米
製
薬
大

手
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
（
Ｊ
＆
Ｊ
）
も
会
社

を
二
つ
に
分
割
す
る
と
発
表

し
た
。

東芝

に
約
３
年
ぶ
り
に
帰
国
。
２

人
は
１
０
月
２
６
日
に
結
婚

し
た
。
結
婚
後
は
東
京
都
渋

谷
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
一
時
的

に
滞
在
し
、
渡
航
の
準
備
を

進
め
て
き
た
。
小
室
さ
ん
は

７
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
弁

護
士
試
験
を
受
験
し
て
い
た

が
、
結
婚
後
の
１
０
月
３
０

日
に
試
験
の
不
合
格
が
判
明

し
た
。

皇
室
を
離
れ
て
民
間
人
と

な
っ
た
眞
子
さ
ん
が
パ
ス
ポ
ー

ト
取
得
な
ど
を
終
え
、
現
地

で
合
流
予
定
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
眞
子
さ
ん
の
祖
父

で
学
習
院
大
名
誉
教
授
の
川

嶋
辰
彦
さ
ん
が
死
去
し
、６
日

の
家
族
葬
に
２
人
で
参
列
す

る
な
ど
し
て
滞
在
が
長
引
き
、

２
人
で
の
渡
米
に
な
っ
た
。

　

小
室
さ
ん
は
９
月
２
７
日

し
た
医
療
体
制
の
確
保
、
早

期
治
療
の
強
化
に
よ
り
、
感

染
拡
大
が
生
じ
て
も
経
済
社

会
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
な
る
」
と
述
べ
た
。
全
体

像
は
飲
み
薬
に
つ
い
て
「
国

民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
切
り
札
」
と
強
調
。
政
府

は
既
に
、
米
製
薬
大
手
な
ど

が
開
発
し
た
「
モ
ル
ヌ
ピ
ラ

ビ
ル
」
に
関
し
、
薬
事
承
認

を
前
提
に
計
１
６
０
万
人
分

の
供
給
で
メ
ー
カ
ー
側
と
合

意
し
て
い
る
。

　

患
者
の
自
宅
に
飲
み
薬
を

届
け
る
環
境
を
整
え
る
ほ

か
、
国
産
の
飲
み
薬
な
ど
の

開
発
費
用
と
し
て
最
大
約

内
の
成
立
を
目
指
す
２
０
２

１
年
度
補
正
予
算
に
も
反
映

さ
せ
た
い
考
え
だ
。
従
業
員

の
人
材
育
成
や
賃
金
引
き
上

げ
に
積
極
的
と
さ
れ
る
企
業

の
幹
部
と
東
京
都
内
で
車
座

対
話
を
実
施
後
、
記
者
団
に

語
っ
た
。

　

首
相
は
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
つ
い
て
「
政
府
が
一
方
的
に

中
身
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、

民
間
企
業
や
個
人
の
ア
イ
デ

ア
を
広
く
募
り
た
い
」
と
説

明
。
成
長
と
分
配
の
好
循
環

の
実
現
を
図
る
上
で
「
人
へ

の
投
資
は
賃
上
げ
に
つ
な
が

る
」
と
強
調
し
た
。

　

車
座
対
話
に
は
、
企
業
側

か
ら
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
安
孫
子
尋
美
取
締
役
や
、

ダ
イ
キ
ン
工
業
の
森
圭
子
執

行
役
員
ら
計
５
人
が
参
加
。

首
相
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

熱
心
に
発
言
に
耳
を
傾
け「
政

府
と
し
て
も
未
来
を
担
う
人

材
を
し
っ
か
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
」
と
述
べ
た
。

　

首
相
は
１
０
月
の
第
１
次

内
閣
発
足
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
で
影
響
を
受
け
た

飲
食
店
関
係
者
や
医
療
従
事

者
ら
、
国
民
と
の
車
座
対
話

を
重
ね
て
お
り
、
今
回
で
１

１
回
目
。
第
２
次
内
閣
の
発

足
後
で
は
初
め
て
。
引
き
続
き

「
聞
く
力
」
重
視
の
姿
勢
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
今
後
の
政
策
に

反
映
さ
せ
た
い
考
え
だ
。

割
は
異
例
の
再
編
で
、
他
の
複

合
企
業
に
波
及
す
る
可
能
性

も
あ
る
。

　

こ
の
日
公
表
し
た
新
中
期

経
営
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
。

来
年
１
〜
３
月
に
開
催
を
見

込
む
臨
時
株
主
総
会
で
諮
る
。

法
定
の
決
議
事
項
で
は
な
い

が
、
株
主
の
信
任
を
得
た
い
考

え
だ
。
海
外
フ
ァ
ン
ド
ら
「
物

言
う
株
主
」
は
東
芝
に
企
業

価
値
の
向
上
を
求
め
て
き
た

経
緯
が
あ
り
、
一
定
の
理
解
は

得
ら
れ
そ
う
だ
。

　

分
割
で
で
き
る
「
イ
ン
フ
ラ

サ
ー
ビ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
」
は
原

　
【
共
同
】
東
芝
は
１
２
日
、

三
つ
の
独
立
し
た
会
社
に
分
割

す
る
方
針
を
発
表
し
た
。
イ

ン
フ
ラ
と
デ
バ
イ
ス
（
機
器
）

の
２
社
に
事
業
を
分
け
て
２

０
２
３
年
度
後
半
に
上
場
さ

せ
、
東
芝
は
半
導
体
メ
モ
リ
ー

大
手
、
キ
オ
ク
シ
ア
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
な
ど
の
株
式
管
理

会
社
と
し
て
存
続
す
る
計
画
。

分
割
に
よ
り
総
合
電
機
メ
ー

カ
ー
か
ら
完
全
に
脱
却
。
２

社
は
そ
れ
ぞ
れ
手
掛
け
る
事

業
に
専
念
し
、
機
動
的
な
経

営
で
生
き
残
り
を
図
る
。
国

内
大
手
に
よ
る
会
社
３
社
分

　
【
共
同
】
京
都
大

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所

と
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
東
病
院
は
１

１
日
、
遺
伝
子
を
改

変
し
て
が
ん
を
狙
っ

て
攻
撃
す
る
能
力

を
高
め
た
免
疫
細
胞

「
Ｎ
Ｋ
細
胞
」
を
人
工
多
能

性
幹
細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）

か
ら
作
り
、
卵
巣
が
ん
が

遺
伝
子
改
変
、標
的
狙
い
撃
ち

ｉ
Ｐ
Ｓ
で
が
ん
免
疫
治
療

お
な
か
の
中
に
広
が
り
、
抗

が
ん
剤
が
効
か
な
く
な
っ
た

患
者
に
投
与
す
る
臨
床
試
験

（
治
験
）
を
始
め
た
と
発
表

し
た
。

　

９
月
に
１
例
目
と
な
る
５

０
代
の
女
性
患
者
へ
の
投
与

を
終
え
た
。
現
時
点
で
は
重

い
副
作
用
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
今
回
の
治
験
は
初
期

段
階
で
、
最
大
１
８
人
が
参

加
。
安
全
性
を
確
認
す
る
の

が
主
な
目
的
で
、
期
間
は
２

０
２
４
年
３
月
ま
で
を
予
定

し
て
い
る
。
チ
ー
ム
は
、
数

年
以
内
の
実
用
化
を
目
指
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
の
治
療

に
応
用
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
、
チ
ー
ム
の
金
子
新
・
京

都
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
教

授
は
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
な
の
で

た
く
さ
ん
作
れ
て
、
多
く
の

人
に
一
度
に
届
け
ら
れ
る
の
が

強
み
だ
」
と
話
す
。

　

投
与
し
た
細
胞
は
、
京
都

大
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
財
団
が

首
相
、
人
材
育

成
に
４
千
億
円

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
創
設
表
明

　
【
共
同
】
岸
田
文
雄
首
相

は
１
２
日
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
た
人
材
育
成
強
化
の
た

め
、
３
年
間
で
４
千
億
円
の

「
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
創

設
す
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

民
間
の
知
見
を
活
用
し
、
年

が
張
り
巡
ら
せ
て
い
る
外
貨

獲
得
網
の
一
端
が
裏
付
け
ら

れ
た
と
み
て
警
戒
を
強
め
て
い

る
。

　

捜
査
関
係
者
に
よ
る
と
、

指
示
役
の
男
は
「
リ
・
ホ
ナ

ム
」
な
ど
の
名
前
で
主
に
中

国
で
活
動
。
北
朝
鮮
の
情
報

機
関
「
偵
察
総
局
」
に
所
属

し
て
い
た
と
の
情
報
が
あ
り
、

現
在
も
外
貨
稼
ぎ
の
中
心
人

物
と
み
ら
れ
、
男
女
に
は
複

数
の
関
係
者
を
介
す
な
ど
し

　
【
共
同
】
昨
年
秋
に
入
管

難
民
法
違
反
容
疑
な
ど
で
警

視
庁
に
逮
捕
さ
れ
た
韓
国
籍

の
６
０
代
男
と
７
０
代
女
が
、

北
朝
鮮
の
情
報
機
関
の
工
作

員
と
み
ら
れ
る
男
の
指
示
下

で
外
貨
獲
得
活
動
に
協
力
し

て
い
た
こ
と
が
１
１
日
、
捜

査
関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ

た
。
日
本
の
警
察
当
局
は
北

朝
鮮
が
関
係
す
る
「
ス
パ
イ

事
件
」
と
認
定
。
国
際
社
会

の
経
済
制
裁
下
に
あ
る
同
国

和解が成立し記者会見する小野薬品工業の
相良暁社長＝ 12日午後、大阪市（共同）

国
境
近
く
で
の
液
化
石
油
ガ
ス

（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）
タ
ー
ミ
ナ
ル
建

設
計
画
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
。

　

男
女
が
別
の
事
業
な
ど
で

得
た
資
金
も
含
め
て
一
部
は

指
示
役
の
男
に
流
れ
て
い
た
と

み
ら
れ
、
警
察
当
局
は
北
朝

鮮
の
情
報
機
関
が
主
導
し
た

外
貨
目
的
の
工
作
活
動
だ
と

判
断
。
６
０
代
男
は
日
本
に

長
く
暮
ら
し
、
女
は
１
７
年

１
１
月
ご
ろ
か
ら
短
期
滞
在

資
格
で
来
日
を
繰
り
返
し
て

お
り
、
２
人
は
協
力
者
だ
っ

た
と
い
う
。
と
も
に
起
訴
猶

予
と
な
っ
た
。

　

指
示
役
の
男
の
動
向
を

巡
っ
て
は
今
年
２
月
に
韓
国

メ
デ
ィ
ア
が
報
道
。
聯
合

ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
男
は
１

９
年
末
に
ロ
シ
ア
極
東
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
の
ホ
テ
ル
で
面

会
し
た
韓
国
ガ
ス
公
社
職
員

に
、
北
朝
鮮
が
購
入
し
た
ロ

シ
ア
産
ガ
ス
を
公
社
で
買
い

取
る
こ
と
が
可
能
か
尋
ね
た

が
、「
難
し
い
」
と
言
わ
れ
頓

挫
し
た
と
さ
れ
る
。

備
蓄
す
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら

作
製
。
卵
巣
が
ん
の
一
種
、

卵
巣
明
細
胞
が
ん
な
ど
で
特

徴
的
に
存
在
す
る
タ
ン
パ
ク
質

「
Ｇ
Ｐ
Ｃ
３
」
を
見
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
遺
伝
子
を

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
入
れ
て
、
そ

の
後
、
が
ん
細
胞
を
攻
撃
す

る
能
力
が
あ
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
に

変
化
さ
せ
た
。

　

治
験
は
、
が
ん
が
お
な
か

の
中
に
散
ら
ば
っ
た
腹
膜
播

種
が
で
き
た
人
を
対
象
に
実

施
。
細
胞
は
１
週
間
お
き
に

４
回
、お
な
か
の
中
に
カ
テ
ー

テ
ル
で
投
与
す
る
。

　

作
製
し
た
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
が

ん
以
外
の
細
胞
を
攻
撃
す
る

リ
ス
ク
が
低
く
、
体
内
に
残

る
時
間
も
短
い
た
め
副
作
用

は
少
な
い
と
チ
ー
ム
は
み
て
い

る
。
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
実
験
で

は
、
が
ん
を
抑
え
て
生
存
期

間
が
延
び
た
。

　

チ
ー
ム
に
よ
る
と
、
卵
巣

明
細
胞
が
ん
は
年
間
２
千
人

弱
が
新
た
に
診
断
さ
れ
る
。

標
的
と
な
る
タ
ン
パ
ク
質
を

変
え
れ
ば
、
他
の
が
ん
に
も

応
用
が
可
能
と
い
う
。

20
年
ぶ
り
の
日
本
一
目
指
す

日
本
シ
リ
ー
ズ
進
出
決
定
　
【
共
同
】
プ
ロ
野
球
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ（
Ｃ
Ｓ
）

フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
（
６
試

合
制
）
は
１
２
日
、
セ
、
パ

両
リ
ー
グ
と
も
に
第
３
戦
が

行
わ
れ
、
セ
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー

シ
ー
ズ
ン
優
勝
の
ヤ
ク
ル
ト

が
３
位
巨
人
と
九
回
表
終

了
、
２
―
２
で
、
パ
も
２
５

年
ぶ
り
に
リ
ー
グ
制
覇
し
た

オ
リ
ッ
ク
ス
が
２
位
ロ
ッ
テ
に

九
回
裏
無
死
で
３
―
３
に
追

い
付
き
、
と
も
に
規
定
に
よ

り
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で
引
き

分
け
て
リ
ー
グ
優
勝
に
よ
る

１
勝
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を

▲
６
年
ぶ
り
８
度
目
の
日
本
シ
リ
ー

ズ
進
出
を
決
め
、
胴
上
げ
さ
れ
る
ヤ

ク
ル
ト
・
高
津
監
督
＝
12
日
、
神
宮

球
場 （
共
同
）

加
え
対
戦
成
績
３
勝
０
敗
１

分
け
で
日
本
シ
リ
ー
ズ
進
出

を
決
め
た
。

　

ヤ
ク
ル
ト
は
６
年
ぶ
り
８

度
目
の
、
オ
リ
ッ
ク
ス
は
２

５
年
ぶ
り
１
３
度
目
（
阪
急

時
代
を
含
む
）の
日
本
シ
リ
ー

ズ
出
場
。
両
チ
ー
ム
が
日
本

シ
リ
ー
ズ
で
対
戦
す
る
の
は

１
９
９
５
年
以
来
３
度
目
。

　

Ｃ
Ｓ
は
勝
敗
が
並
ん
だ
場

合
は
上
位
チ
ー
ム
が
勝
ち
上

が
る
た
め
、
ヤ
ク
ル
ト
と
オ

リ
ッ
ク
ス
の
負
け
が
な
く

な
っ
た
時
点
で
コ
ー
ル
ド

ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。
セ
、
パ

同
日
に
突
破
が
決
ま
る
の

は
、
２
０
１
９
年
に
続
き
３

度
目
。

　

ヤ
ク
ル
ト
は
０
―
１
の
七

回
に
青
木
の
２
点
適
時
打
で

逆
転
。
八
回
に
追
い
付
か
れ

た
が
、
リ
ー
ド
を
許
さ
な
か
っ

た
。
最
優
秀
選
手
（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）

に
は
第
１
戦
で
無
四
球
完
封

勝
利
を
挙
げ
た
２
年
目
の
奥

川
が
選
ば
れ
た
。

　

オ
リ
ッ
ク
ス
は
２
―
３
の

九
回
無
死
一
、
二
塁
で
小
田

が
同
点
二
塁
打
を
放
っ
た
。

Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
は
第
２
戦
で
先
制

本
塁
打
を
放
っ
た
杉
本
が
選

ば
れ
た
。

　

日
本
シ
リ
ー
ズ
は
２
０
日

に
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
で
開

幕
す
る
。
ヤ
ク
ル
ト
は
２
０

０
１
年
以
来
２
０
年
ぶ
り
、

オ
リ
ッ
ク
ス
は
１
９
９
６
年

以
来
２
５
年
ぶ
り
の
日
本
一

を
目
指
す
。

　
【
共
同
】
秋
篠
宮
ご
夫
妻

の
長
女
小
室
眞
子
さ
ん
（
３

０
）と
夫
の
小
室
圭
さ
ん
（
３

０
）
が
、
１
４
日
に
も
羽
田

空
港
か
ら
日
本
を
離
れ
、
米

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
う
方
向

で
調
整
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
１
２
日
、
関
係
者
へ
の
取

材
で
分
か
っ
た
。

　

小
室
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
法
律
事
務
所
に
勤
務
し
て

お
り
、
２
人
は
現
地
で
新
生

活
を
始
め
る
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
２
人

は
既
に
新
居
を
確
保
し
て
い

る
。
当
初
は
仕
事
の
都
合
で

小
室
さ
ん
が
先
に
渡
米
し
、

氏
と
相
良
社
長
が
出
廷
。
社

長
は
４
０
％
の
提
案
を
本
庶

氏
か
ら
「『
は
し
た
金
』
と
拒

絶
さ
れ
た
」
と
説
明
し
た
が
、

本
庶
氏
は
「
は
し
た
金
」
は

４
０
％
で
は
な
く
１
％
の
こ

と
だ
と
し
て
認
識
の
違
い
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。

オンラインで記者会見する東芝の綱川
智社長＝ 12日午後（共同）

政
府
経
済
対

策
40
兆
円
超
に

10
万
円
給
付
で
膨
張

　
【
共
同
】
政
府
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
対
応
し

て
１
９
日
に
決
定
す
る
経
済

対
策
の
財
政
支
出
が
４
０
兆

円
超
に
膨
ら
む
見
通
し
と

な
っ
た
こ
と
が
１
２
日
、
分

か
っ
た
。
１
８
歳
以
下
の
子

ど
も
を
対
象
と
す
る
１
０
万

円
相
当
の
給
付
や
、
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
事
業
者
に
最

大
２
５
０
万
円
を
支
給
す
る

給
付
金
制
度
な
ど
が
押
し
上

げ
る
。
こ
れ
ま
で
３
０
兆
円

超
と
す
る
方
向
で
検
討
し
て

い
た
。「
ば
ら
ま
き
」
懸
念

が
強
ま
り
そ
う
だ
。

　

財
政
支
出
は
国
の
支
出
額

で
あ
る
国
費
に
、
民
間
で
は

対
応
が
難
し
い
事
業
に
政
府

が
融
資
や
出
資
を
す
る
財
政

投
融
資
と
、
地
方
自
治
体
の

支
出
を
加
え
た
金
額
を
指

す
。
こ
れ
ま
で
の
最
大
は
安

倍
政
権
が
２
０
２
０
年
４
月

に
決
定
し
た
経
済
対
策
で
４

８
兆
４
千
億
円
程
度
。
菅
政

権
が
２
０
年
１
２
月
に
ま
と

め
た
対
策
は
４
０
兆
円
程
度

だ
っ
た
。

　

今
回
の
対
策
で
は
、
子

ど
も
へ
の
給
付
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新
規
取

得
者
や
保
有
者
に
対
す
る

最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン

ト
付
与
、
困
窮
者
や
子
育
て

世
帯
の
支
援
の
三
つ
に
そ

れ
ぞ
れ
２
兆
円
弱
の
国
費

を
投
じ
る
。
先
端
半
導
体

工
場
へ
の
補
助
金
、
保
育

士
や
看
護
師
ら
の
賃
上
げ
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
の
交
付
金

に
も
国
費
を
充
て
る
。

　

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

研
究
機
関
を
目
指
す
大
学

を
支
援
す
る
「
大
学
フ
ァ

２
０
億
円
を
支
援
。
投
与
実

績
の
あ
る
中
和
抗
体
薬
に
つ

い
て
は
、
来
年
初
頭
ま
で
に

約
５
０
万
回
分
を
確
保
す

る
。

　

医
療
体
制
強
化
は
感
染

力
が
第
５
波
の
倍
と
な
っ

た
場
合
を
想
定
し
つ
つ
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
当
時
よ
り

進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
抑
制

効
果
も
考
慮
。
第
５
波
で
、

入
院
先
調
整
中
の
人
も
含

め
て
最
大
約
２
万
８
千
人

の
入
院
が
必
要
と
な
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
約
３
割

増
の
約
３
万
７
千
人
が
入

院
で
き
る
体
制
を
今
月
末

ま
で
に
構
築
す
る
。

　

１
０
月
に
対
策
の
骨
格
を

示
し
た
際
に
は
２
割
増
を
掲

げ
て
い
た
が
、
都
道
府
県
ご

と
に
検
討
し
た
数
字
を
集
計

し
た
結
果
、
約
３
割
に
な
っ

た
。
臨
時
医
療
施
設
を
含

む
病
床
は
、
第
５
波
よ
り
約

６
千
多
い
計
約
４
万
５
千
床

を
全
国
で
確
保
す
る
。

　

臨
時
医
療
施
設
の
拡
充
に

向
け
た
医
療
人
材
の
確
保

で
は
、
協
力
可
能
な
医
療
機

関
数
や
派
遣
人
数
を
都
道
府

県
の
病
床
確
保
計
画
で
具
体

化
す
る
。
さ
ら
に
感
染
が
拡

大
し
た
場
合
に
は
、
感
染
状

小
室
圭
さ
ん
眞
子

さ
ん
14
日
渡
米
へ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
新
生
活

ン
ド
」
に
は
６
１
０
０
億

円
の
国
費
に
加
え
、
財
政

投
融
資
と
し
て
４
兆
９
千

億
円
を
出
す
。

　

政
府
は
経
済
対
策
の
裏
付

け
と
な
る
財
源
に
２
０
年
度

予
算
の
繰
越
金
の
一
部
や
決

算
剰
余
金
を
充
て
る
。
残
り

は
国
の
借
金
で
あ
る
新
規
国

債
の
発
行
で
賄
う
。

京都大など、治験開始

　
【
共
同
】
政
府
は
１
２
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
本
部
を
首
相
官
邸
で

開
き
、
自
宅
で
使
え
る
飲
み

薬
を
計
約
１
６
０
万
人
分
確

保
す
る
「
第
６
波
」
対
策
の

「
全
体
像
」
を
決
定
し
た
。

医
療
提
供
体
制
は
、
今
夏
の

ピ
ー
ク
時
と
比
べ
て
３
割
増

の
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。「
第
５

波
」
で
は
症
状
が
悪
化
し
て

も
入
院
で
き
ず
に
亡
く
な
る

ケ
ー
ス
が
相
次
い
だ
こ
と
を

教
訓
に
、
感
染
者
の
重
症
化

と
病
床
逼
迫
の
防
止
を
重
視

し
た
。

　

岸
田
文
雄
首
相
は
対
策
本

部
で
「
最
悪
の
事
態
を
想
定

入
院
患
者
３
割
増
受
け
入
れ

飲
み
薬
160
万
人
分
確
保

新型コロナ

況
が
落
ち
着
い
て
い
る
地
域

も
含
め
て
一
般
医
療
を
制
限

し
、
広
域
的
な
人
材
派
遣
へ

の
協
力
を
求
め
る
。

北
朝
鮮

ヤクルト、オリックス突破



百も
も

瀬せ

さ
ん
、ガ
ブ
リ
エ
ラ
さ
ん
優ゆ

う

勝し
ょ
う

大お
お

型が
た

冷れ
い

蔵ぞ
う

庫こ

獲か
く

得と
く

で「
妻つ

ま

も
喜よ

ろ
こ

ぶ
」

大
たい

会
かい

結
けっ

果
か

全ぜ
ん

伯ぱ
く

か
ら
２
１
０
人に

ん

参さ
ん

加か

高た
か

井い

さ
ん
見み

事ご
と

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

ホンダ・オープン第
だい

50 回
かい

ブラジル日
にっ

系
けい

ゴルフ大
たい

会
かい

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

ゴ
ル
フ
連れ

ん

盟め
い

（
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｂ
＝
沼ぬ

ま

田た

マ
リ
オ
会か

い

長ち
ょ
う）
主し

ゅ

催さ
い

『
ホ
ン
ダ
・
オ
ー
プ
ン
第だ

い

５
０

回か
い

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

ゴ
ル
フ
大た

い

会か
い

』
が
６
〜
７
日か

、
ア
ル
ジ
ャ
ー
市
の
ア
ル
ジ
ャ
ー
・
ゴ
ル
フ
・
ク
ラ
ブ
で

開か
い

催さ
い

さ
れ
た
。
男だ

ん

子し

は
百も

も

瀬せ

カ
ル
ロ
ス
さ
ん
が
１
５
６
打だ

で
、
女じ

ょ

子し

は
ガ
ブ
リ
エ
ラ
・
カ
ス
ト
ロ
さ
ん
が

１
６
６
打だ

で
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
た
。
ま
た
、
高た

か

井い

佐さ

輔す
け

さ
ん
（
６
７
歳さ

い

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う）
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

賞し
ょ
うを
達た

っ

成せ
い

し
、
賞

し
ょ
う

品ひ
ん

の
冷れ

い

蔵ぞ
う

庫こ

を
受う

け
取と

っ
た
。
両

り
ょ
う

日じ
つ

と
も
天て

ん

候こ
う

に
恵め

ぐ

ま
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
各か

く

地ち

か
ら
集あ

つ

ま
っ

た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

２
１
０
人に

ん

が
ゴ
ル
フ
を
通と

お

し
交こ

う

流り
ゅ
う。
生な

ま

ビ
ー
ル
を
片か

た

手て

に
、
シ
ュ
ラ
ス
コ
、
手て

巻ま

き
寿ず

司し

に
舌し

た

鼓つ
づ
みを
打う

ち
、
楽た

の

し
い
ひ
と
時と

き

を
楽た

の

し
ん
だ
。

　

両
り
ょ
う

日じ
つ

と
も
に
天て

ん

候こ
う

に
恵め

ぐ

ま
れ
、
日に

っ

中ち
ゅ
うは
体た

い

感か
ん

温お
ん

度ど

２
９
度ど

の
中な

か

で
プ
レ
ー
し

た
。
第だ

い

５
０
回か

い

大た
い

会か
い

は
昨さ

く

年ね
ん

開ひ
ら

か
れ
る
予よ

定て
い

で
あ
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍か

の
た
め

今こ

年と
し

に
延え

ん

期き

さ
れ
た
。

　

参さ
ん

加か

者し
ゃ

の
ゴ
ル
フ
・
ク

ラ
ブ
、
地ち

名め
い

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
。

マ
ナ
ウ
ス
、
ベ
レ
ン
、
ト

メ
ア
ス
、
レ
シ
ー
フ
ェ
、

ク
リ
チ
ー
バ
、
マ
リ
ン
ガ
、

ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
、
パ
ラ
ナ
、

バ
ス
ト
ス
、
サ
ン
ジ
ョ
ゼ
・

ド
ス
・
カ
ン
ポ
ス
、
リ
オ
・

デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
。

　

協
き
ょ
う

賛さ
ん

企き

業ぎ
ょ
う・
団だ

ん

体た
い

は
、

ホ
ン
ダ
を
筆ひ

っ

頭と
う

に
味あ

じ

の

素も
と

、
宮み

や

坂さ
か

国く
に

人と

財ざ
い

団だ
ん

、
日に

っ

清し
ん

食し
ょ
く

品ひ
ん

、
ゴ
ル
フ・
カ
ー
、

ク
ラ
ブ
・
カ
ー
、
ヤ
ク
ル

ト
、
Ｋ
ｏ
ｂ
ｂ
ｅ
ｒ
、
Ｓ

男
だん

子
し

Ａグループ
１位

い

＝ＹＵＴＡＫＡ ＨＯＲＩＯＫＡ＝ＣＧＣ＝１４３
２位

い

＝ＭＩＴＩＲＵ ＮＡＧＡＯ＝ＰＡＧＣ＝１４５
３位

い

＝ＡＤＩＬＳＯＮ ＫＡＺＵＹＡ ＭＯＭＯＳＥ＝ＢＧＣ＝１４５
男
だん

子
し

Ｂグループ
１位

い

＝ＲＩＣＡＲＤＯ ＣＥＳＡＲ ＤＯ ＮＡＳＣＩＭＥＮＴＯ＝ＰＡＧＣ＝１３４
２位

い

＝ＣＬＡＵＤＩＯ ＫＡＷＡＮＯ＝ＲＧＧＣ＝１４１
３位

い

＝ＤＡＮＩＥＬ ＨＩＲＯＹＵＫＩ ＭＵＲＡＴＡ＝ＣＧＣＣ＝１４３
男
だん

子
し

シニアＡグループ
１位

い

＝ＪＯＲＧＥ ＮＡＧＡＩ＝ＲＧＧＣ＝１４０
２位

い

＝ＥＤＵＡＲＤＯ ＮＡＧＡＯ＝ＡＧＣ＝１４２
３位

い

＝ＳＨＩＮＴＥＩ ＩＳＡ＝ＡＧＣ＝１４３
男
だん

子
し

シニアＢグループ
１位

い

＝ＲＡＦＡＥＬ ＴＯＳＨＩＡＫＩ ＫＡＲＡＳＡＷＡ＝ＳＰＦＣＧ＝１２７
２位

い

＝ＹＯＳＨＩＨＩＲＯ ＭＩＹＡＭＵＲＡ＝ＡＬＦ＝１３３
３位

い

＝ＷＩＬＳＯＮ ＹＵＫＩＨＩＲＯ ＩＧＡＷＡ＝ＡＧＣ＝１３９
男
だん

子
し

スーパーシニア
１位

い

＝ＹＡＳＵＭＩ ＴＡＫＥＤＡ＝ＡＬＦ＝１３９
２位

い

＝ＭＵＮＥＹＯＳＩ ＮＡＧＡＴＡ＝ＡＧＣ＝１４１
３位

い

＝ＨＩＤＥＫＩ ＨＩＲＡＳＨＩＭＡ＝ＡＧＣ＝１４６

【ＮＥＴ】ハンディ―キャップ数
かず

を引
ひ

いたネット競
きょう

技
ぎ

の入
にゅう

賞
しょう

者
しゃ

沼
ぬま

田
た

マリオＡＮＧＢ会
かい

長
ちょう

女
じょ

子
し

スクラッチ１６６打
だ

で優
ゆう

勝
しょう

したミリアン・ヨコタさんと男
だん

子
し

スクラッチ
１５６打

だ

で優
ゆう

勝
しょう

した百
もも

瀬
せ

カルロスさん
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Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｂ
前ぜ

ん

会か
い

長ち
ょ
うの

近ち
か

沢ざ
わ

宗む
ね

貴た
か

さ
ん
が
昨さ

く

年ね
ん

１
１
月が

つ

４

日か

に
闘と

う

病び
ょ
う

生せ
い

活か
つ

の
末す

え

、
逝せ

い

去き
ょ

し
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

８
５
歳さ

い

だ
っ
た
。

２
０
１
１
年ね

ん

か
ら
２
０
２
０

年ね
ん

、
亡な

く
な
る
ま
で
１
０
年ね

ん

Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｂ
会か

い

長ち
ょ
う　

沼ぬ
ま

田た

マ
リ
オ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
交こ

う

流り
ゅ
う

を
図は

か

る
場ば

に

間か
ん

Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｂ
会か

い

長ち
ょ
うを

務つ
と

め
た
。

　

新あ
ら
た
た
に
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｂ
会か

い

長
ち
ょ
う

と
な
っ
た
沼ぬ

ま

田た

マ
リ
オ
さ
ん

は
「
近ち

か

沢ざ
わ

会か
い

長ち
ょ
うか
ら
は
『
第だ

い

５
０
回か

い

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

ゴ
ル

フ
大た

い

会か
い

』
ま
で
に
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｂ

会か
い

長ち
ょ
うを

引ひ

き
継つ

い
で
欲ほ

し
い

と
言い

わ
れ
て
い
た
。
期き

せ
ず

し
て
去き

ょ

年ね
ん

会か
い

長ち
ょ
うに
な
り
、
今こ

ん

大た
い

会か
い

を
実じ

っ

行こ
う

す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
今こ

ん

大た
い

会か
い

は
５
０
回か

い

と
い
う
節ふ

し

目め

で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
私わ

た
し
に
と
っ
て
、
特と

く

別べ
つ

な
大た

い

会か
い

で
す
」
と
胸む

ね

の
内う

ち

を

語か
た
っ
た
。

　

生せ
い

前ぜ
ん

、
近ち

か

沢ざ
わ

会か
い

長ち
ょ
うは
ブ
ラ

ジ
ル
日に

っ

系け
い

ゴ
ル
フ
大た

い

会か
い

の
開か

い

催さ
い

意い
ぎ

義ぎ

に
つ
い
て
「
単た

ん

に
ゴ
ル

フ
競

き
ょ
う

技ぎ

を
す
る
と
い
う
大た

い

会か
い

で
は
な
く
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

同ど
う

士し

の

友ゆ
う

好こ
う

を
図は

か

る
と
い
う
も
っ
と

大だ
い

事じ

な
目も

く

的て
き

が
あ
る
。
競

き
ょ
う

技ぎ

を
し
た
後あ

と

、
風ふ

呂ろ

に
入は

い

っ
て

汗あ
せ

を
流な

が

し
、
酒さ

け

を
飲の

み
交か

わ

し
な
が
ら
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

を
楽た

の

し

む
。
ゴ
ル
フ
大た

い

会か
い

は
そ
う
し

た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

同ど
う

士し

の
交こ

う

流り
ゅ
うを
は

か
る
場ば

な
の
だ
」
と
語か

た
っ
て
い

た
と
い
う
。

　

沼ぬ
ま

田た

会か
い

長ち
ょ
うも
「
近ち

か

沢ざ
わ

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うの
遺い

志し

を
深ふ

か

く
心こ

こ
ろに
刻き

ざ

み
、

継つ

い
で
行い

き
た
い
」と
語か

た
っ
た
。

　

今こ
ん

大た
い

会か
い

で
は
近ち

か

沢ざ
わ

さ
ん
の

功こ
う

績せ
き

を
称た

た

え
、
妻つ

ま

の
近ち

か

沢ざ
わ

マ

サ
コ
さ
ん
を
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うし
た
。

Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
―
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｕ

Ｒ
Ｏ
Ｓ
、
コ
ー
リ
ン
、
Ｑ

ｕ
ｉ
ｃ
ｋ
ｌｙ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
、
Ｅ
ｎ
ａ
ｇ
ｉ

ｃ
、
ア
ル
ジ
ャ
・
ゴ
ル
フ
・

ク
ラ
ブ
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

ゴ
ル
フ
連れ

ん

盟め
い

。

　

後こ
う

援え
ん

は
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

、
日に

本ほ
ん

大た
い

使し

館か
ん

、
サ
ン

パ
ウ
ロ
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

、
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協
き
ょ
う

が
１
日に

ち

目め

（
６
日か

）、
１
６

番ば
ん

ホ
ー
ル
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
出だ

し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
地ち

点て
ん

の
テ
ィ
ー
・

グ
ラ
ン
ド
か
ら
テ
ィ
ー
・
シ
ョッ

ト
（
第だ

い

一い
ち

打だ

）
し
た
時と

き

、キ
ャ

デ
ィ
ー
が
グ
リ
ー
ン
に
乗の

っ
た

と
叫さ

け

ん
だ
。
高た

か

井い

さ
ん
は
近き

ん

眼が
ん

で
ボ
ー
ル
が
見み

え
ず
、
カ
ッ

プ
（
穴あ

な

）
の
あ
る
グ
リ
ー
ン

ま
で
歩あ

る

い
て
行い

っ
た
が
ボ
ー
ル

が
な
い
。
砂す

な

地ち

の
バ
ン
カ
ー
に

落お

ち
た
か
と
思お

も

っ
て
探さ

が

し
た

が
や
は
り
な
い
。
そ
う
こ
う

し
て
い
る
う
ち
に
キ
ャ
デ
ィ
ー

が
「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
」
と

叫さ
け

ん
で
、
カ
ッ
プ
に
入は

い

っ
て
い

る
ボ
ー
ル
を
指さ

さ
し
た
。

　

表
ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

で
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｂ
の
沼ぬ

ま

田た

会か
い

長ち
ょ
うか
ら
大お

お

型が
た

冷れ
い

蔵ぞ
う

庫こ

を

渡わ
た

さ
れ
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
大お

お

喜よ
ろ
こび
し
て
し
て
い
た
。「
ち
ょ

う
ど
女

に
ょ
う

房ぼ
う

に
冷れ

い

蔵ぞ
う

庫こ

を
買か

い

替か

え
る
よ
う
に
言い

わ
れ
て
い

た
の
で
、
良よ

か
っ
た
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
。

ホールインワンを出
だ

した高
たか

井
い

佐
さ

輔
すけ

さん

会か
い

、
ア
ル
ジ
ャ
・
ゴ
ル
フ
・

ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｌ
ゴ
ル
フ
・

ク
ラ
ブ
、
Ｃ
Ｂ
Ｇ
、
Ｆ
Ｐ

Ｇ
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｓ
。 サンパウロ州

しゅう

ゴルフ連
れん

盟
めい

から、東
とう

京
きょう

オリンピックでゴル
フ競

きょう

技
ぎ

を取
と

り入
い

れてくれたことに対
たい

するお礼
れい

として桑
くわ

名
な

良
りょう

輔
すけ

サンパウロ総
そう

領
りょう

事
じ

に感
かん

謝
しゃ

のプレートが渡
わた

された。

　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
・
ゴ
ル
フ
・

ク
ラ
ブ
所し

ょ

属ぞ
く

の
高た

か

井い

佐さ

輔す
け

さ

ん
（
６
７
歳さ

い

、
サ
ン
パ
ウ
ロ

市し

内な
い

在ざ
い

住じ
ゅ
う、
定て

い

年ね
ん

退た
い

職し
ょ
く

者し
ゃ

）

男
だん

子
し

スクラッチ・シニア
１位

い

＝ＬＵＩＺ ＨＩＳＡＹＡ ＭＩＹＡＧＩ＝ＡＧＣ＝１６４
２位

い

＝ＭＡＲＩＯ ＳＡＷＡＤＡ＝ＡＧＣ＝１６５
３位

い

＝ＳＨＩＮＴＥＩ ＩＳＡ＝ＡＧＳ＝１６５
女
じょ

子
し

スクラッチ
１位

い

＝ＧＡＢＲＩＥＬＡ ＣＡＳＴＲＯ＝ＳＦＧＣ＝１６６
２位

い

＝ＭＩＲＩＡＮ ＹＯＫＯＴＡ＝ＡＧＣ＝１６６
３位

い

＝ＡＮＧＥＬＩＣＡ ＤＯＳ ＯＵＲＯＳ＝ＡＧＣ＝１７３
女
じょ

子
し

スクラッチ・シニア
１位

い

＝ＥＬＩＳＡ ＭＩＺＯＧＵＣＨＩ＝ＡＧＣ＝１７７
２位

い

＝ＳＵＥＬＩ ＭＩＹＵＫＩ ＨＯＲＩＩ＝ＰＡＧＣ＝１７８
３位

い

＝ＫＥＩＫＯ ＳＨＩＭＯＭＡＥＢＡＲＡ＝ＰＬＧＣ＝１８４
女
じょ

子
し

スーパーシニア
１位

い

＝ＴＯＳＨＩＫＯ ＨＩＲＡＭＡＴＳＵ＝ＰＬＧＣ＝１９６
２位

い

＝ＴＥＲＥＳＩＮＨＡ ＭＵＧＩＵＤＡ＝ＡＧＣ＝２０１
３位

い

＝ＹＵＲＩＫＯ ＭＩＹＡＥ ＷＡＫＩＭＯＴＯ＝ＡＧＣ＝２０３
男
だん

子
し

スーパーシニア
１位

い

＝ＴＡＫＵＯ ＫＯＹＡＭＡ＝ＡＣＣ＝１７２
２位

い

＝ＹＡＳＵＭＩ ＴＡＫＥＤＡ＝ＡＬＦ＝１７３
３位

い

＝ＫＵＮＩＯ ＩＳＨＩＨＡＲＡ＝ＰＬＧＣ＝１８０

女
じょ

子
し

１位
い

＝ＭＩＲＩＡＮ ＹＯＫＯＴＡ＝ＡＧＣ＝１３６
２位

い

＝ＬＵＣＩＡＮＡ ＨＡＲＵＭＩ ＹＡＢＵＭＯＴＯ＝ＡＧＣ＝１４２
３位

い

＝ＥＬＩＳＡＢＥＴＨ ＴＡＴＳＵＭＩ＝ＡＧＣ＝１４６
女
じょ

子
し

シニア
１位

い

＝ＥＵＮＩＣＥ ＮＡＧＡＯ＝ＡＧＣ＝１３５
２位

い

＝ＪＵＮＫＯ ＯＭＵＲＡ＝ＡＧＣ＝１３９
３位

い

＝ＫＥＩＫＯ ＳＨＩＭＯＭＡＥＢＡＲＡ＝ＰＬＧＣ＝１４０
女
じょ

子
し

スーパーシニア
１位

い

＝ＭＩＲＩＡＭ ＹＵＫＩ＝ＳＦＧＣ＝１３８
２位

い

＝ＹＵＲＩＫＯ ＭＩＹＡＥ ＷＡＫＩＭＯＴＯ＝ＡＧＣ＝１３９
３位

い

＝ＴＥＲＥＳＩＮＨＡ ＭＵＧＩＵＤＡ＝ＡＧＣ＝１４１

【ＧＲＯＳＳ】

　打
だ

数
すう

の総
そう

数
すう

で競
きょう

技
ぎ

する。ハンディ―キャップは計
けい

算
さん

に入
い

れない。

男
だん

子
し

スクラッチ
１位

い

＝ＣＡＲＬＯＳ ＩＳＡＯ ＭＯＭＯＳＥ＝ＡＧＣ＝１５６
２位

い

＝ＡＬＥＸ ＹＵＧＯ ＨＩＲＡＩ＝ＳＦＧＣ＝１５７
３位

い

＝ＰＥＤＲＯ ＭＩＹＡＴＡ＝ＳＦＧＣ＝１５８

表
ひょう

彰
しょう

式
しき

の様
よう

子
す
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